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文 教 上 下 水 道 常 任 委 員 会 記 録  

 

１．会議日時 

  平成２８年３月１０日（木）午前１０時 １分 開会 

               午後 ４時４３分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 安 藤 薫 副委員長 東 久 美 子   委  員 大澤千恵子 

  委  員 水 谷 毅 委  員 市来賢太郎   

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山 一正  教育長 箸尾谷知也 

  教育総務部長 山 本 和 憲  総務課長 溝 口 哲 也 

子育て支援課長 木 下 伸 記 

次世代育成部長 前 馬 晋 策  同部参事兼こども教育課長 小 林 寿 弘 

学校教育課長 荒 木 智 雄  同課参事 野 本 憲 宏 

教育支援課長 撰 田 裕 美 

生涯学習部長 宮 部 善 隆  生涯学習課長 柳 瀬 哲 宏 

同課長代理 伊 部 貴 雄 

文化スポーツ課長 辻 稔 秀 

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 橋 本 英 樹  同局書記 渡 部 真 也 

 

１．審査案件（審査順） 

議案第 １号 平成２８年度摂津市一般会計予算所管分 

議案第 ９号 平成２７年度摂津市一般会計補正予算（第４号）所管分 

議案第３６号 摂津市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定め

る条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第３７号 摂津市ひとり親家庭の医療費の助成に関する条例及び摂津市身体障

害者及び知的障害者の医療費の助成に関する条例の一部を改正する

条例制定の件所管分 
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議案第２４号 摂津市附属機関に関する条例の一部を改正する条例制定の件所管分 

議案第１９号 指定管理者指定の件（摂津市民図書館及び摂津市立鳥飼図書センター） 

議案第３５号 摂津市民図書館条例及び摂津市立鳥飼図書センター条例の一部を改

正する条例制定の件 

議案第３４号 摂津市立公民館条例の一部を改正する条例制定の件 

議案第２７号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例制定の件 

議案第４５号 摂津市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例制定の件 

議案第４６号 摂津市立保育所条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制

定の件 
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（午前１０時１分 開会） 

○安藤薫委員長 おはようございます。 

 ただいまから、文教常任委員会を開会し

ます。 

 理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 年度末、何かとお忙しいところ文教常任

委員会をお持ちいただきまして大変あり

がとうございます。 

 本日は、過日の本会議で当委員会に付託

されました案件についてご審査を賜るわ

けでございますが、何とぞ慎重審査の上、

ご可決いただきますよう、よろしくお願い

申し上げます。 

 一旦退席させていただきますが、最後ま

でどうぞよろしくお願いします。 

○安藤薫委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、市来委員

を指名します。 

 審査の順序につきましては、お手元に配

付しています案のとおり行うことに異議

ございませんでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○安藤薫委員長 異議なしと認め、そのよ

うに決定します。 

 暫時休憩いたします。 

（午前１０時２分 休憩） 

（午前１０時３分 再開） 

○安藤薫委員長 それでは、再開いたしま

す。 

 議案第１号所管分及び議案第９号所管

分の審査を行います。本２件について補足

説明を求めます。 

 山本教育総務部長。 

○山本教育総務部長 おはようございま

す。 

 議案第１号、平成２８年度摂津市一般会

計当初予算のうち、教育総務部が所管して

おります事項につきまして、予算書の事項

別明細書の目を追って、その主なものにつ

いて、補足説明をさせていただきます。 

 まず、歳入でございます。２８ページを

お開きください。 

 款１２分担金及び負担金、項１負担金、

目１民生費負担金は、通所給付費負担金な

どでございます。 

 ３０ページから３２ページ、款１３使用

料及び手数料、項１使用料、目６教育使用

料は、学童保育室保育料などでございます。 

 ３４ページから３６ページ、款１４国庫

支出金、項１国庫負担金、目１民生費国庫

負担金は、通所支援等負担金、児童手当負

担金、児童扶養手当負担金などでございま

す。 

 ３６ページから３８ページ、項２国庫補

助金、目２民生費国庫補助金は、児童虐待

防止対策支援事業補助金、ひとり親家庭自

立支援給付金事業補助金などでございま

す。 

 ３８ページ、目５教育費国庫補助金は、

学校施設環境改善交付金などでございま

す。 

 ４０ページから４２ページ、款１５府支

出金、項１府負担金、目１民生費府負担金

は、通所支援等負担金、児童手当負担金な

どでございます。 

 ４２ページから４４ページ、項２府補助

金、目２民生費府補助金は、大阪府新子育

て支援交付金、ひとり親家庭及び子どもに

対する医療費補助金などでございます。 

 ４６ページ、目８教育費府補助金は、わ

くわく広場などに対する教育コミュニテ

ィづくり推進費事業補助金でございます。 

 ５２ページ、款１９諸収入、項３貸付金

元利収入、目１奨学資金貸付金元金収入は、
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奨学資金貸付金の償還金でございます。 

 ５８ページ、項４雑入、目２雑入は、小・

中学校給食費負担金、日本スポーツ振興セ

ンターの保護者負担となる掛金などでご

ざいます。 

 続きまして、歳出に移らせていただきま

す。 

 まず、民生費について、ご説明いたしま

す。 

 １１４ページから１１６ページ、款３民

生費、項２児童福祉費、目１児童福祉総務

費は、市立児童センター及び市立児童発達

支援センターの運営委託料、つどいの広場

に対する地域子育て支援拠点事業補助金、

児童発達支援事業等に係る通所給付費な

どでございます。 

 １１６ページ、目２児童措置費は、児童

手当及び児童扶養手当の扶助費などでご

ざいます。 

 同ページから１１８ページ、目３児童福

祉施設費は、市立保育所の管理運営に係る

経費で、給食に係る賄材料費、維持管理に

必要な修繕料、委託料などでございます。 

 同じく１１８ページ、目４ひとり親家庭

福祉費は、ひとり親家庭の自立支援に係る

経費などでございます。 

 １２０ページ、目５子ども医療助成費は、

子どもに対する医療費助成に係る経費で

ございます。 

 同ページ、目６ひとり親家庭医療助成費

は、ひとり親家庭に対する医療費助成に係

る経費でございます。 

 続きまして、教育費に移らせていただき

ます。 

 １６６ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目１教育委員会費は、教育委員に係

る経費でございます。 

 同ページから１６８ページ、目２事務局

費は、教育委員会事務局の運営全般に係る

経費で、校務補助嘱託員の賃金、新入学児

童に対するランドセルの購入費、個人登録

をされている小学校・幼稚園の受付員の報

償費、新入学児童に貸与する防犯ブザー購

入費、通学路の安全対策のための交通専従

員業務委託料、団体登録をされている小学

校・幼稚園の受付員の委託料、支援学級へ

通学する肢体不自由児に対する自宅から

通学バス停までの送迎タクシーの借り上

げ経費、私立高等学校等学習支援金などで

ございます。 

 １７２ページから１７４ページ、項２小

学校費、目１学校管理費は、小学校１０校

の学校運営のための消耗品、光熱水費、備

品購入費などの経費、施設の維持管理のた

めの委託点検経費、また、施設や設備の維

持補修のための経費などでございます。 

 １７４ページから１７６ページ、目２教

育振興費は、卒業記念品の購入費、要保護

及び準要保護児童に対する扶助費などで

ございます。 

 １７６ページ、目３保健衛生費は、学校

医等に対する報酬、児童・教職員に対する

各種健康診断委託料、学校管理下における

児童の災害に対応するための日本スポー

ツ振興センター負担金、要保護及び準要保

護児童に対する医療費扶助などでござい

ます。 

 同ページから１７８ページ、目４学校給

食費は、非常勤の給食調理員の賃金、給食

の賄材料費、給食調理業務に係る委託料、

準要保護児童に対する給食費扶助などで

ございます。 

 １７８ページ、目５支援学級費は、小学

校の支援学級の運営経費でございます。 

 目６建設事業費は、摂津小学校校舎の増

改築工事に係る設計委託料でございます。 
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 同ページから１８０ページ、項３中学校

費、目１学校管理費は、中学校５校の管理

運営のための消耗品費、光熱水費、備品購

入費などの経費、施設の維持管理のための

委託点検経費、また施設や設備の補修のた

めの経費でございます。 

 １８０ページ、目２教育振興費は、卒業

記念品の購入費や要保護及び準要保護生

徒に対する扶助費などでございます。 

 同ページから１８２ページ、目３保健衛

生費は、学校医等に対する報酬、生徒・教

職員に対する各種健康診断委託料、日本ス

ポーツ振興センター負担金、要保護及び準

要保護児童に対する医療費扶助などでご

ざいます。 

 １８２ページ、目４学校給食費は、中学

校給食に係る経費でございます。 

 目５支援学級費は、中学校の支援学級の

運営経費でございます。 

 次に、１８２ページから１８４ページ、

項４幼稚園費、目１幼稚園管理費は、幼稚

園３園の施設維持管理などに係る補修費、

保守点検費などでございます。 

 １８８ページ、項５社会教育費、目２青

少年対策費は、学童保育室及び放課後子ど

も教室の運営に係る経費などでございま

す。 

 以上、教育総務部が所管しております、

平成２８年一般会計歳入歳出予算につい

ての補足説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２７年度

摂津市一般会計補正予算（第４号）のうち、

教育総務部に係る事項につきまして、補足

説明をさせていただきます。 

 ６ページの第２表、繰越明許費をご覧く

ださい。 

 款９教育費、項２小学校費、小学校施設

補修事業は、三宅柳田小学校多目的ホール

の天井改修工事に係るものでございます。 

 この件につきましては、工事施工業者が

決定せず、今年度中の工事着手が困難とな

ったこと等により、事業費の全額を繰り越

しさせていただくものでございます。 

 次に、歳出につきましては、事業を精査

し、不用額を減額いたすものでございます。 

 歳入につきましては、歳出の減額補正に

伴い、国庫及び府支出金の減額を行うもの

でございます。 

 以上、平成２７年度一般会計補正予算

（第４号）の補足説明とさせていただきま

す。 

○安藤薫委員長 宮部生涯学習部長。 

〇宮部生涯学習部長 おはようございま

す。 

 議案第１号、平成２８年度摂津市一般会

計予算のうち、生涯学習部にかかわります

部分につきまして、目を追って、主なもの

について補足説明をさせていただきます。 

 なお、文化スポーツ課に係る予算につき

ましては、４月の機構改革後の予算科目に

よる記載となっております。 

 まず、歳入でございますが、３０ページ

をお開きください。 

 款１３使用料及び手数料、項１使用料、

目１総務使用料は、テニスコート、青少年

運動広場、体育館、スポーツ広場などの市

立体育施設の使用料でございます。 

 次に同ページから３２ページ、目６教育

使用料は、学校体育施設、公民館などの使

用料でございます。 

 次に、３６ページ、款１４国庫支出金、

項２国庫補助金、目１総務費国庫補助金の

社会資本整備総合交付金は、旧味舌スポー

ツセンター耐震補強工事に係る国庫補助

金でございます。 

 次に、５６ページから５８ページ、款１
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９諸収入、項４雑入、目２雑入は、文化ス

ポーツ課に係る体育館等各種教室の参加

費、美術展の参加料、摂津ふれあいマラソ

ンの参加料、生涯学習課に係るチャレンジ

ャークラブ参加負担金、せっつ生涯学習大

学受講料などでございます。 

 続きまして、歳出でございますが、８０

ページをお開きください。 

 ８０ページから８２ページ、款２総務費、

項１総務管理費、目１４文化振興費は、こ

ども展覧会、美術展、芸能文化祭の運営委

託料など各種文化振興事業に係る経費の

ほか、旧味舌スポーツセンター耐震補強等

工事に係る経費でございます。 

 次に、９８ページから１００ページ、項

７保健体育費、目１保健体育総務費は、ス

ポーツ推進委員報酬や大阪府体育連合な

どの各種社会体育団体に対する負担金な

どに係る経費でございます。 

 次に、同ページ、目２体育振興費は、市

長杯総合スポーツ大会や摂津ふれあいマ

ラソンの運営委託料のほか、体育関係団体

への活動補助金など体育振興に係る経費

でございます。 

 次に、同ページから１０２ページ、目３

体育施設費は、総合体育館基本構想・基本

計画審議会委員報酬のほか、温水プール、

市立体育館、吹田公舎跡地施設等の社会体

育施設における指定管理料など体育施設

の管理運営に係る経費でございます。 

 次に、１８６ページから１８８ページ、

款９教育費、項５社会教育費、目１社会教

育総務費は、社会教育委員報酬など、社会

教育の一般事務係る経費でございます。 

 次に、１８８ページから１９０ページ、

目２青少年対策費は、青少年指導員報酬、

こどもフェスティバル、成人祭などの運営

に係る経費、青少年関係団体への活動補助

金など、青少年の健全育成に係る経費でご

ざいます。 

 次に、１９０ページ、目３公民教育費は

せっつ生涯学習大学における講師報償金

や生涯学習フェスティバル、家庭教育学級

の運営委託料など、社会教育関係事業に係

る経費でございます。 

 次に、同ページから１９２ページ、目４

公民館費は、市立公民館の館長報酬、各公

民館に配置されております社会教育指導

嘱託員報酬、公民館講座における講師報償

金など公民館の管理運営に係る経費のほ

か、千里丘公民館の敷地整備工事に係る経

費でございます。 

 次に、１９２ページ、目５文化財保護費

は、文化財保護審議会委員報酬など文化財

の調査、保存、啓発に係る経費でございま

す。 

 次に、同ページ、項６図書館費、目１図

書館総務費は、市民図書館等協議会の運営

に係る経費でございます。 

 次に、同ページ、目２図書館管理費は、

市民図書館及び鳥飼図書センターの指定

管理料や図書の購入費など市民図書館及

び鳥飼図書センターの管理運営に係る経

費でございます。 

 以上、生涯学習部にかかわります平成２

８年度摂津市一般会計予算の補足説明と

させていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２７年度

摂津市一般会計補正予算（第４号）のうち、

生涯学習部にかかわります部分につきま

して、補足説明をさせていただきます。 

 ６ページの表の繰越明許費についてご

説明させていただきます。 

 款９教育費、項５社会教育費、公民館施

設改修事業は、千里丘公民館耐震補強等工

事に係るものでございます。 
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 工事施工中に下水道配管設備の老朽化

が判明し、同設備の更新及び配管経路変更

の工事が生じましたため、事業費のうち千

里丘公民館耐震補強等工事費３，８８９万

６，０００円及び千里丘公民館耐震補強等

工事監理委託料２７９万３，０００円の合

計４，１６８万９，０００円を繰り越しし、

工期の延長をするものでございます。 

 以上、生涯学習部にかかわります平成２

７年度一般会計補正予算（第４号）の補足

説明とさせていただきます。 

○安藤薫委員長 前馬次世代育成部長。 

〇前馬次世代育成部長 おはようござい

ます。 

 議案第１号、平成２８年度摂津市一般会

計予算のうち、次世代育成部が所管してお

ります事項につきまして、予算書に従い、

その主なものについて補足説明を申し上

げます。 

 まず、歳入でございますが、予算書の２

８ページをお開きください。 

 款１２分担金及び負担金、項１負担金、

目１民生費負担金、節２児童福祉費負担金

は、市立保育所・私立保育園保育料でござ

います。 

 ３０ページ、款１３使用料及び手数料、

項１使用料、目２民生使用料、節１児童福

祉施設使用料は、子育て総合支援センター

遊戯室使用料などでございます。 

 同ページ、目６教育使用料、節４幼稚園

保育料は、市立３幼稚園の保育料でござい

ます。 

 ３４ページ、款１４国庫支出金、項１国

庫負担金、目１民生費国庫負担金、節２児

童福祉費負担金は、民間保育所等の運営に

対する教育・保育給付費負担金でございま

す。 

 ３６ページ、項２国庫補助金、目２民生

費国庫補助金、節２児童福祉費補助金は、

市町村子ども・子育て支援事業計画に沿っ

て実施する延長保育事業や一時預かり事

業等に対する子ども・子育て支援交付金、

民間保育園が行う保育士宿舎借上げ事業

に対する保育対策総合支援事業費補助金、

保育の質の向上を図るための研修に対す

る子ども・子育て支援体制整備費総合推進

事業費補助金などでございます。 

 ３８ページ、目５教育費国庫補助金、節

３幼稚園就園奨励費補助金は、私立幼稚園

の保護者に対する補助金などでございま

す。 

 ４０ページ、款１５府支出金、項１府負

担金、目１民生費府負担金、節２児童福祉

費負担金は、民間保育園等の運営費に対す

る教育・保育給付費負担金でございます。 

 ４２ページ、項２府補助金、目１総務費

府補助金、節１総合相談事業交付金は、進

路選択支援事業に対する補助金でござい

ます。 

 ４４ページ、目２民生費府補助金、節４

児童福祉費補助金は、市町村子ども・子育

て支援事業計画に従って実施する延長保

育事業や一時預かり事業等に対する子ど

も・子育て支援交付金などでございます。 

 同ページ、節１０権限移譲交付金は、認

可外保育施設に関する事務の権限移譲交

付金でございます。 

 ４６ページ、目８教育費府補助金は、節

１小学校の通学路の安全指導を行うスク

ールガード・リーダー配置に対する補助金、

節３につきましては、府が指定した市の学

力向上の取り組みとして、学校への支援の

強化や事業補助のための人材派遣などを

実施するためのスクール・エンパワーメン

ト推進事業費補助金でございます。 

 ４８ページ、款１６財産収入、項１財産
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運用収入、目１財産貸付収入、節１土地建

物貸付収入は、民間保育園に対しての建物

の貸し付けによるものでございます。 

 ５８ページ、款１９諸収入、項４雑入、

目２雑入、節１雑収入は、こども教育課分

として保育所職員等給食費負担金、保育所

に係る児童主食費負担金、市立幼稚園預り

保育利用料などでございます。 

 続きまして、歳出についてご説明申し上

げます。 

 １１４ページをお開きください。 

 款３民生費、項２児童福祉費、目１児童

福祉総務費は、子ども・子育て会議委員報

酬、保育料審議会委員報酬、民間保育所等

の運営に対する教育・保育給付費負担金な

どでございます。 

 １１６ページからの目３児童福祉施設

費は、市立保育所の施設管理運営に係る経

費、子育て総合支援センター遊戯室開放委

託料、保護者連絡用メール配信システム使

用料などでございます。 

 １６６ページ、款９教育費、項１教育総

務費、目２事務局費、節７賃金は、障害児

介助員や障害児等支援員の賃金などでご

ざいます。 

 １６８ページ、目３教育センター費の主

なものは、臨床心理士指導員の報酬、不登

校や教育相談に対応する教育指導嘱託員、

小学校及び教育センター配置の心理相談

員、教育センターで発達検査に携わる心理

判定員の賃金、不登校等の児童・生徒にか

かわるさわやかフレンドの報償金、教育セ

ンターの維持管理に伴う光熱水費や委託

料などでございます。 

 次に、同ページからの目４教育指導費の

主なものは、中学校の部活動推進や経験の

浅い教職員の巡回指導などを行う学校教

育相談員、いじめ問題対策委員会委員など

への報酬、小・中学校に配置しております

学級補助員や学校読書活動推進サポータ

ー並びにスクールソーシャルワーカーな

どへの賃金、学習サポーターやスクール・

エンパワーメント支援員の報償費、英語教

育推進のための小・中学校への英語指導助

手派遣、小学校２年生から６年生を対象と

した学力定着度調査の実施、中学校での自

転車交通安全教室の開催などに係る委託

料、学校園の校内研修に対する補助金及び

教育関係団体等への補助金などでござい

ます。 

 １７２ページ、目５教育推進費の主なも

のは、中国帰国子女等への日本語指導や土

曜つながり推進事業における指導員の配

置に要する報償費などでございます。 

 同ページ、目６人権教育指導費の主なも

のは、教育研究会負担金などでございます。 

 同ページ、項２小学校費、目１学校管理

費及び、ページは飛びますが、１７８ペー

ジの項３中学校費、目１学校管理費は、小

学校のコンピューター教室に導入するタ

ブレット型パソコンや中学校普通教室に

設置する据え付け型プロジェクター購入

に要する器具費、パソコン附属品及び教育

用ソフト購入に要する消耗品費、コンピュ

ーター教室に設置いたしておりますパソ

コン等の修繕料などが主なものでござい

ます。 

 １８２ページからの款９教育費、項４幼

稚園費、目１幼稚園管理費は、市立幼稚園

及びべふこども園の施設管理運営に係る

経費のほか、教材等備品購入に係る経費、

幼稚園長会負担金などでございます。 

 １８４ページ、目２教育振興費は、私立

幼稚園園児の保護者に対する就園奨励費

補助金及び園児保護者補助金でございま

す。 
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 以上、次世代育成部が所管しております

平成２８年度摂津市一般会計予算の補足

説明とさせていただきます。 

 続きまして、議案第９号、平成２７年度

摂津市一般会計補正予算（第４号）のうち、

次世代育成部に係る事項につきまして、補

足説明をさせていただきます。 

 今回の補正予算におきましては、事業を

精査し、不用額を減額いたすものでござい

ます。 

 以上、平成２７年度摂津市一般会計補正

予算（第４号）の補足説明とさせていただ

きます。 

○安藤薫委員長 説明が終わり、質疑に入

ります。 

 水谷委員。 

○水谷毅委員 予算概要をもとに、１５点

にわたって質問させていただきたいと思

います。 

 まず、予算概要の６０ページ、保育所管

理運営事業と保護者連絡用メール配信シ

ステムについてでございます。 

 学校園所で安全安心メールということ

で開始をされまして、来年度で３年目にな

りますけれども、この２年間取り組まれた

内容等について、お伺いをしたいと思いま

す。 

 続きまして、６２ページ、ひとり親家庭

自立支援給付金事業の高校卒業認定試験

給付金の件でございます。 

 まず、その内容についてお伺いをいたし

たいと思います。また、従来の自立支援教

育訓練給付金、高等訓練促進給付金の今ま

での活用状況についてお尋ねをしたいと

思います。 

 続きまして、１１０ページ、非常勤職員

等任用事業の中で、障害児等支援員がござ

いますけれども、昨年と比較をいたしまし

て、支援員の方が今回１７名から１９名で、

２名の増員となっています。障害児の方の

人数から見て、この支援員の方の配置が適

正であるのかどうかについて、お尋ねをし

たいと思います。 

 続きまして、１１２ページ、スクールソ

ーシャルワーカー等活用事業についてで

ございます。 

 昨年の２名から、今回は３名に増員され

ております。その取り組みと支援員の担当

者の方の拠点や複数校を兼務する実態に

ついてお尋ねをいたしたいと思います。 

 続きまして、１１２ページ、学力向上推

進事業の中でございますけれども、先日も

最新の本市の子どもたちの学力結果が発

表されたところでございます。そこで、本

市の児童・生徒の傾向と来年度の学力向上

への取り組みについてお尋ねをしたいと

思います。 

 続いて、１１４ページ、防災教育推進事

業でございます。 

 子どもたちの防災教育の礎になる取り

組みと考えますけれども、その内容につい

てお尋ねをしたいと思います。 

 続きまして、１１６ページの小学校教育

用コンピューター事業でございます。 

 待望久しかったパソコン教室のパソコ

ンの更新が実現の運びとなり、感謝を述べ

たいと思います。大事なことは、ＩＣＴ機

器をどう活かしていくかということだと

思いますけども、今後、どのように教職員

の方々にそのノウハウを推進していくの

かについてお尋ねをしたいと思います。 

 次に、１２０ページ、小学校校舎整備事

業でございます。 

 今回は、基本設計及び実施設計というこ

とで出てきておりますけども、その内容と

今後のスケジュールについてお伺いをし



- 10 - 

 

たいと思います。 

 次に、１２２ページ、中学校の給食事業

の件です。昨年６月よりスタートしました。

現在までの取り組みについて、当初の喫食

率の目標等から見ての、その評価について

お伺いをしたいと思います。 

 続きまして、１２６ページ、学童保育事

業でございます。 

 今後、民営化も考えられていると思いま

すけども、その方向性と現在までの取り組

み、今後のスケジュールについてお伺いを

したいと思います。 

 次に、１２８ページ、青少年指導員事業

でございます。 

 指導員の方の人員は、現在、定員を満た

しているのかどうかについてお尋ねした

いと思います。 

 最初に１５点と申しましたが、以上の１

１点についてよろしくお願いします。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 小林参事。 

○小林次世代育成部参事 こども教育課

にかかわります保護者連絡用メール配信

システムにつきまして答弁申し上げます。 

 この配信システムにつきましては、保育

所・べふこども園については、平成２６年

２月から、幼稚園は平成２６年４月から、

小・中学校は平成２６年６月から運用を開

始しているものでございます。現在、世帯

数におけます登録率は、保育所、幼稚園で

は９割以上、小学校で５割、中学校で３割

程度といった状況でございます。 

 例年４月に、メール登録の御案内をさせ

ていただいておりましたけれども、今年度

はより多くの方にも登録していただきた

いことと、周知を徹底したいということも

ございまして、校長会等でメール配信シス

テムの有効活用と登録率アップを図る取

り組みについてご説明もさせていただき

まして、再度、募集のチラシを学校を通し

てお配りをさせていただいたところでご

ざいます。 

 また、教育委員会事務局から、今年度、

平成２７年４月から２月までで、不審者や

凶悪犯罪行為等の情報、児童の安全にかか

わる情報など発信を学校園所にかかわら

ず３０件配信いたしました。 

 また、学校行事を初め、個別の学校園所

の情報は各学校園所から４４８件配信し

ている状況でございます。 

 子どもの安全確保、また情報共有をする

といった観点からは、地域の方の登録が有

効な手段でございます。呼びかけが必要で

あると考えております。庁内各課では、地

域でさまざまな子どもの安全安心に取り

組まれておられる団体を把握していると

いうことでございますので、今後はそうい

った団体の総会や会議等の場に出向いて

行って、メール登録の呼びかけをさせてい

ただきたいと考えているところでござい

ます。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 高等学校卒業程

度認定試験の合格支援事業についてでご

ざいます。 

 本事業につきましては、来年度から実施

をさせていただきます新規事業となって

おりまして、ひとり親家庭の方の就労支援

の一環として実施をするものでございま

す。国の調査では、ひとり親家庭の親の約

１３．８％が中学卒となっておりまして、

学び直しにより高等学校卒業と同程度の

学力を身につけ、よりよい条件で就職や転

職をしていただくことを意図して実施す

るものでございます。 
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 具体的には、高等学校卒業程度認定試験

の合格のための講座を受講されまして、修

了された方に対して、受講費用のうち最大

１０万円を支給いたします。 

 なお、試験に合格された方につきまして

は、最大１５万円の支給となるものでござ

います。 

 今後、さまざまな方法でこの制度の周知

を行い、その他の制度も含めて支援につな

げていきたいと考えております。 

 それから、ほかの自立支援給付金の制度

の実績ということでございますけれども、

過去５年間を見ますと、この両制度をあわ

せて２３件の延べ件数がございました。 

 経済的な自立に欠かせない資格を取得

することを支援する内容となっています

が、資格としましては、ホームヘルパーで

ありますとか、看護師、これは正看護師、

准看護師、両方ございました。それから、

保育士、理学療法士など受けていただいて

おります。この制度を通じまして、資格を

取得し、よりよい条件で就労していただく

ということで、自立に向けた支援につなが

っていくと考えております。今後とも、こ

れらの制度を通じて支援してまいりたい

と考えております。 

 次に、学童保育の民間委託についてのご

質問にお答えいたします。 

 委員のご質問にございましたように、本

市の第５次行政改革におきましては、延長

保育等のサービス向上を進める検討を行

い、経費面、サービス面を分析し、学童保

育室の運営を順次委託すると記載をして

ございます。 

 ロードマップにおきましては、平成２９

年４月から実施していくということにな

っております。大阪府内の他市におきまし

ては８市で委託をされておりまして、現在、

その状況を分析、研究しているところでご

ざいます。 

 先の代表質問にもございましたように、

委託に向けて課題としては、指示命令が偽

装請負とならないようにしなければなら

ないということ、学校等の連携や保護者と

の連携が不可欠であるということ、日々の

保育のサービスの質が低下を招かないよ

うな仕様とすること等について不安を感

じられる保護者の方もおられると思いま

すので、そのような説明もしていかないと

いけないと考えており、他市事例を研究し

ているところでございます。 

 具体的なスケジュールといたしまして

は、今現在、確定はしておりませんけども、

複数年契約が望ましいと考えており、また

債務負担行為等の承認をいただく必要が

あると考えておりますことからスケジュ

ール面につきましては、庁内での議論をさ

らに進めてまいります。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 撰田課長。 

○撰田教育支援課長 障害児等支援員に

かかわりますご質問に対してご答弁申し

上げます。 

 障害児等支援員の配置に関しましては、

全介助や常時安全の見守りが必要な児童・

生徒が在籍する学校に対してこれまで配

置をしてきております。 

 配置を決定するまでの流れに関しまし

ては、丁寧な就学相談をもとに学校と協議

をしながら決定してきております。 

 平成２８年度の支援学級数は、昨年と同

様でございますが、協議し障害児等支援員

２名の増員としたものでございます。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 学校教育課にかか
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わりますご質問にご答弁申し上げます。 

 スクールソーシャルワーカーの事業に

ついてでございます。 

 スクールソーシャルワーカーは、今年度

より市の非常勤職員として２名を雇用い

たしました。週４日ですので、一つの中学

校区あたり２日ということになりますけ

れども、それぞれの中学校区では一つの小

学校を拠点校とし、あとの小学校と中学校

へは派遣要請に従って出向いています。市

の非常勤を配置していない中学校区につ

きましては、府からの派遣のスクールソー

シャルワーカーを中心に対応しておりま

す。いろいろな課題を抱えた児童・生徒の

状況につきまして、学校での様子、あるい

は家庭背景等いろいろ環境、情報を収集し

まして、アセスメントをして学校の教職員、

あるいは生徒指導の係の会議でケース会

議等を開きまして、支援方法を教職員と一

緒に探るというような支援を行っており

ます。 

 次に、学力向上推進事業についてでござ

います。 

 今年度、初めて１２月に小学校におきま

して、２年生から６年生まで国語と算数の

調査を行いました。傾向につきましては、

やはり全国的な統計から見ますと、摂津市

の子どもたちの国語と算数の学力には大

きな課題があるということが出ておりま

す。特に、小学校２年生の算数、６年生の

算数、今年度につきましては、４年生の国

語と算数において全国の参加者の平均と

大きな差があるということが出ておりま

す。 

 また、やはり国語におけます記述式の問

題ですとか、やっぱり書く力に課題がある

ということもよりはっきりしました。 

 学習状況等につきましても、これまでの

小学校６年生や中学校３年生における全

国学力・学習状況調査と同様に家庭学習時

間の少なさですとか、テレビ、ゲーム、ス

マートフォン等に費やす時間の多さとい

うことが、小学校の３年生からもう出てお

りまして、特に５年生になりますと、６年

生とほぼ変わらないような状況になって

いるということがわかりました。 

 市全体の傾向につきましては、今、申し

上げたことになりますが、これを各学校別、

それから、それぞれの学年別に見ますと、

また違ったものが見えてまいります。また、

調査の一つひとつの問題の正答率に照ら

し合わせて見ていきますと、それぞれの学

年の特徴ですとか、補充すべきポイントと

いうのも出てきますので、それぞれの学校

において、あるいは学年において、この調

査を今後の学力向上プランに活用してい

くということを、来年度に向けての大きな

動きとしてまいりたいと思っております。 

 それから、この学力向上推進事業につき

ましては、データベースを活用し、モデル

校として、今年度、鳥飼小学校、味舌小学

校の２校で実施しました。次年度は、さら

にもう１校を拡充いたしまして、そのプリ

ントのチェックをする採点等補助員を１

校拡充したいと思っております。 

 さらに、今年度、学力向上推進懇談会を

開催して、いろんな課題の整理をいたしま

した。それに伴いまして、来年度は、経験

の浅い教員が増える中、授業の改善等をよ

り進めていくにあたりまして、よりよい授

業のモデル例を集めたヒント集でござい

ますとか、摂津市として統一したスタンダ

ード的なものを打ち出したいと考えてお

ります 

 次に、防災教育に関しましては、今年度、

教職員も含めたグループワークを市とし
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て行いました。その事業自体は、防災管財

課の所管となっておりますが、来年度は新

たに、防災教育を柱として学校づくりを行

った先進校の視察にまいりたいと思って

おります。また、あわせて防災かるた等で、

就学前の子どもや小学校の低学年におき

まして防災教育を意識づけるような取り

組みも行いたいと考えております。 

 次に、コンピューター事業についてです。

小学校では、コンピューター室のパソコン

を入れ替えまして、タブレット型のパソコ

ンを各４５台導入いたします。中学校にお

きましては、全ての普通教室に壁かけ型の

プロジェクターを設置いたします。より視

聴覚を活かしたわかりやすい授業の展開、

自から進んで学習に取り組むような学習

意欲の向上に資するように活かしてまい

りたいと考えております。 

 また、教職員に対しては、機器の操作か

ら始まりまして、いろんな授業での活用の

仕方について研修計画を立てて取り組ん

でまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 予算概要の１１０ペー

ジ、小学校校舎整備事業についてのご質問

にお答えさせていただきます。 

 こちらにつきましては、今後、摂津小学

校の児童が大幅に増加することに伴いま

して、校舎の整備を図らせていただくとい

うことで、基本設計委託料と実施設計委託

料を計上させていただいておるものでご

ざいます。 

 昨年ですけれども、通学区域審議会を開

催させていただきまして、地元の方、自治

会、ＰＴＡ等からいろいろなご意見をいた

だきまして、最終的には、摂津小学校の中

で区域を変更せずに、その中で校舎の増改

築を図るべきであるというような答申を

いただいております。 

 現在、普通教室が２０教室ということで

運営させていただいておりますけれども、

今後の増加によりまして、平成３０年度ま

でには、何らかの対策が必要となってくる

ということで、平成２８年度にはその方向

性を決める基本設計と実際に工事を進め

るに当たっての設計書等の作成に係る実

施設計について、委託料として計上させて

いただいているものでございます。 

 今後のスケジュールですが、平成２８年

度に先ほど申しました設計委託を進めさ

せていただくんですけども、まだ具体的な

進め方等については、今後、建築や財政的

な面もございますので、入札の方法等も含

めまして、財政課とも協議してまいりたい

と考えております。 

 次に、１２２ページ、中学校給食事業の

これまでの取り組み、当初の目標から見て

の現在の評価という内容のご質問につい

てご答弁させていただきます。 

 中学校給食につきましては、平成２７年

の６月から、デリバリー選択制の給食制度

として開始させていただいているもので

ございます。生徒に栄養のバランスのとれ

る食事を提供することで健康の増進、体力

の向上を図ることを目的として実施させ

ていただいているものでございますけれ

ども、本市の特徴としまして、導入開始前

にアンケートをとらせていただいた中で、

おおむね８０％以上の生徒の方が家庭か

らの弁当をお持ちいただいているという

ことでした。当時にありました食堂でパン

を購入している子ども、コンビニ弁当等を

持ってきている子ども等のおおむね２

０％の子どもに対して、栄養バランスの取

れた安全でおいしい給食を提供すること
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を目的に、今現在、実施させていただいて

おります。 

 今回、昨年の１０月から１１月にかけま

して、アンケート調査を実施させていただ

いております。１２月にホームページ等で

公表させていただいておりますけれども、

その当時の１学期末の喫食率で申します

と、６．５％ということで、当初に掲げて

おります３０％の目標率から見ますと、達

していないというような現状ではござい

ますけれども、アンケートの中で、生徒の

方がおおむね１３％程度の方が、一度は利

用したことがあるというような数字も出

ております。そういったことで申しますと、

我々が掲げております３０％、これは延べ

の利用率も含めて、３０％ということで考

えますと、今現在、おおむね４割程度の達

成度ではないかと分析させていただいて

おります。 

 このアンケートの中では、我々が想定し

ていた以上に家庭弁当を持参している子

どもが９０％以上という結果もございま

したので、一方、コンビニ弁当やパン等を

お持ちされている栄養バランスが一部と

れていないと想定される子どもに対して、

今後、措置をしていかないといけないと考

えています。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 青少年指導員の定

員の充足につきまして、ご答弁させていた

だきます。 

 摂津市青少年指導員につきましては、教

育委員会といたしまして、望ましい人員数

につきましては、各中学校区１２名を設定

させていただいております。よって、総数

６０名を一つの定員とみなして委嘱をさ

せていただいておるところでございます

が、現在、青少年指導員の委嘱人数につき

ましては４９名となっております。 

 しかしながら、４月１日に追加で１名の

委嘱を予定しておりまして、総数５０名と

なることを予定しております。定員６０名

に対しまして、８３％の充足率という形と

なっております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 メール配信システムの件

でございます。 

 現在は、保護者の方から見れば、また先

生方からもそうだと思うんですけども、昔

よくありました電話の連絡網がいろんな

意味で作るのが難しくなってきていると

いうことで、このシステム自体が非常に重

要で喜ばれているという実態があると思

います。ただ、発信する方により、送る内

容の書式に違いがあったりしています。教

育委員会の皆さんと、それから、メールを

実際に配信してくださる学校の管理職の

皆さんとのルールづくりをしっかりでき

ているのかどうかについてお尋ねをした

いと思います。 

 続いて、ひとり親家庭の高校の認定試験

の件でございます。 

 ひとり親家庭の親御さんが自立のため

に各種給付金を活用してスキルアップを

されるということは、非常にすばらしい取

り組みではないかと考えております。 

 しかし、子育てをしながら、また働きな

がら家事をしながら、学習や研修を行うこ

とが本当にできるのかどうか、非常に考え

るところがあります。そういう意味で自立

に向けてのスキルアップを具体的にどの

ように市として支援をしていくのか。例え

ば、どの範囲までできるかわかりませんけ

ども子どもさんの預かりとか、その考え方



- 15 - 

 

についてお尋ねをしたいと思います。 

 続いて、障害児介助員や障害児等支援員

についてでございます。 

 障害児の方々、また親御さんにとっては、

教職員や支援員の方の存在が非常に力と

なり希望になっているのは間違いないと

思います。現場の実情に合わせて、さらに

必要と思われるようであれば、今後も拡充

できるように力を注いでいただきたいこ

とを要望とさせていただきます。 

 続いて、スクールソーシャルワーカーに

ついてでございます。 

 現場でいろいろお伺いしますと、教職員

の皆さん、保護者の方にとって非常に喜ば

れている存在でございます。日常の業務が

多忙な中、また若手の先生が増えてきてい

る中、若手の先生方からも学ぶ点が多くあ

るとの声をいただいております。今後、さ

らなる拡充について、どのように考えてお

られるのかお尋ねをしたいと思います。 

 続きまして、学力向上推進事業でござい

ますけども、さまざまな具体的な取り組み

についてはよくわかりました。ただ、学力

の結果だけで評価できない部分も出てく

ると思います。ハード面では教材データベ

ースであるとか、丸つけをされる方の配置

であるとか、いろいろと課題があると思う

んですけども、本市の特徴として、やはり

家庭学習の不足というのが近年課題にな

っていると思います。そういう意味では、

ソフト面でプライバシーもあると思いま

すけども、子どもさんが、例えば、家に帰

った後に、親御さん、祖父母がいらっしゃ

る環境の中でどのように過ごしているの

か、また兄弟だけで何時間過ごしているの

か、実情に沿った宿題の出し方とか、家庭

学習の取り組みを考えていただきたいこ

とを要望としたいと思います。 

 続いて、防災教育の件でございます。今

回、新規事業で取り組まれておりまして、

非常に期待されるところでありますけど

も、この構成される方は、どういったメン

バーで視察等に行かれるのか。また、実際、

教育課程が多く非常に多忙な中の取り組

みとなると思いますけども、今後、義務教

育の中で防災教育をどのように具体的に

盛り込んでいくのかについてお尋ねをし

たいと思います。 

 続いて、小学校・中学校でのコンピュー

ター事業の件でございますけども、今後、

導入に向けてのスケジュールについて確

認をさせていただきたいと思います。今回

は、パソコン教室のパソコンの更新という

段階での導入でございました。本来、ＩＣ

Ｔの活用を考えるときに、一人でも多くの

児童・生徒が扱える環境整備が必要と考え

ますけれども、今後の推進の方向性につい

てお尋ねしたいと思います。 

 それとは別に、今後、教材データベース

の活用も多くなると思いますが、教育セン

ターにサーバーシステムを導入されてお

りまして、こちらのシステムの更新も迫っ

ていると思います。このシステムの今後の

更新の考え方についてお尋ねをしたいと

思います。 

 続きまして、小学校の校舎整備事業でご

ざいます。 

 摂津小学校の子どもさんを収容すると

いう大きな課題に向けての取り組みをお

伺いいたしました。しかしながら、将来的

に子どもさんの人数もピークを迎えるこ

とになります。そのときに不要となる可能

性もございますけども、その建物等どのよ

うに活用ができるかという展望をもって、

今回の計画に臨まれているのかについて

お尋ねしたいと思います。 
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 次に、中学校給食でございますが、数字

の点ではお伺いしましたけども、当初の目

的として、仕事を持つ親御さんの負担を少

しでも軽くするということと、食育等を通

じて子どもさんの健康管理、増進のために

取り組むという目標があったと思います。

ただ単に、喫食率の向上という一面だけで

追っかけていけば、当初の目的と外れる点

も出てくると思いますので、来年度に向け

ての目標、また魅力ある中学校給食への取

り組みについて、今度、中学１年生になる

小学校６年生の子どもさんたちにどのよ

うにアプローチされたのかについてお尋

ねをしたいと思います。 

 また、今後、アレルギーなどの個別対応

をどう考えておられるのか。そして、実際

にシステムの面で保護者や子どもたちの

ニーズに合っているのかについてお尋ね

をしたいと思います。 

 次に、学童保育事業の件でございますけ

ども、平成２９年の４月からということに

なると、決して時間的な余裕があるとは言

えない状況ではないかと思います。そうい

う意味で委託先の確保であるとか、保護者

への説明等、今のスピードで本当に間に合

うのかどうかをお伺いしたいと思います。 

 最後に、青少年指導員事業でございます。 

 数の点では、まだまだ定員を満たしてな

いという状況をお伺いいたしました。青少

年指導員さんの中には、十何年も務められ

ていて、結構長くされている方もいらっし

ゃいますけれども、ここ二、三年で新旧交

代が大きく進んだのではないかと感じて

おります。その点について、今後、市とし

て人員確保や運営をどのように支援をし

ていくのかについてお尋ねをしたいと思

います。 

 ２回目以上です。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 小林参事。 

○小林次世代育成部参事 保護者連絡用

メール配信システムの発信する書式につ

いてのお問いにつきましてご答弁申し上

げます。 

 教育委員会から発信しております不審

者等の児童の安全にかかわる情報につき

ましては、日時、場所、内容、特徴といっ

たものを記載して発信をしております。学

校からの発信につきましては、各学校園所

におきまして、学校行事、学校情報など保

護者に伝えるべき必要な内容を各学校で

判断する中で、発信をしているところでご

ざいます。 

 教育委員会から発信する不審者情報等

につきましては、その後の不審者情報の続

報、例えば、どのような形で犯人が逮捕さ

れたとか、検挙された等の内容についても

発信していただきたいといったお声を聞

いているところでもございます。このよう

な件につきましても、関係機関とも相談す

る中で有効的なメール配信につながるよ

うに検討を進めたいと考えております。 

 また、学校配信の内容やルール化につき

ましては、実務を担当されております教頭

先生を初め、校長会等での意見交換する中

で、どのような形でルール化ができるのか、

レベルを統一できるのかを検討をしてま

いりたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

○木下子育て支援課長 ひとり親家庭資

格取得に向けての預かり事業等について

お答えいたします。 

 現在、ひとり親家庭の方に特化しました

預かり事業というのはございませんけれ

ども、保育所、学童保育事業、一時預かり、
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ファミリーサポートセンター等で対応し

ていきたいと考えております。特に、ファ

ミリーサポートセンター事業におきまし

ては、ひとり親家庭の利用補助金の制度を

設けておりまして、通常でしたら１時間当

たり７００円かかってまいりますけれど

も、それに対して半額の補助をさせていた

だくという制度を設けておるところでご

ざいます。これらの周知も含めて行い、支

援につなげてまいりたいと考えておりま

す。 

 それから、学童保育の委託に向けてのス

ピード感ということでのご質問でござい

ました。 

 委託に向けては、委員からのご指摘がご

ざいましたような保護者への説明、委託事

業先の選定、仕様の決定、それから、引き

継ぎなどの作業等が必要になってくると

考えております。現在、できるだけスムー

ズにいくように、研究、検討を重ねている

ところでもございます。 

 委員のご質問のとおり、スムーズな委託

に向けて実施できるように、今後も取り組

みを進めてまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

○荒木学校教育課長 ２回目のご答弁申

し上げます。 

 スクールソーシャルワーカーについて

でございますが、平成２８年度は非常勤職

員を２名から３名に増員いたしまして、う

ち１名は、１つの中学校区を重点校区とし

て、週４日、その校区に配置したいと考え

ております。それによりまして、府からの

派遣されるスクールソーシャルワーカー

は、全ての校区にわたって目を届かせるリ

ーダー的な活用をしたりですとか、あわせ

て、大学の学識等にスーパーバイザーをし

ていただいたりということも、この事業に

入っておりますので、非常勤職員にはスク

ールソーシャルワーカーの力量アップを

図りながら、子ども家庭センターや市の福

祉部局など関係機関との連携もさらに強

化を図っていく方向で、来年度は考えてお

ります。 

 非常勤職員の拡充等につきましては、国

もスクールソーシャルワーカー等を学校

職員と位置付け、「チーム学校」として組

織していく構想も持っておりますけれど

も、今後は、国や府の動向も見ながら考え

ていきたいと思っております。 

 防災教育についてですけれども、先進校

視察につきましては、現在のところ中学校

区で１人の教員、それから事務局から２、

３名、防災管財課からも１名一緒に行くと

考えております。 

 この先進校の視察を活かしまして、防災

管財課とともに行っております防災のカ

リキュラムづくりにも取り組んでまいり

たいと思っておりますけれども、ご指摘の

ように、教育課程の中でどう取り組むかと

いうことを具体的に考えることが大切だ

と思います。 

 国語や道徳で防災、あるいは、例えばで

すけれども、社会科でまちづくりについて

防災を強く意識する授業を行ったり、震災

についての教材を扱ったりとか、現在の教

育課程の中でどう取り組んでいくかとい

うことを中心に考えていきたいと思って

おります。 

 ＩＣＴ化のスケジュールについては、プ

ロポーザル等により業者の選定を進めた

後、工事に入るということになりますので、

夏休み中までに完了させたいと考えてい

ます。コンピューター室の工事でございま

すので、学校によっては課業中の工事も可
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能ではないかということで、現在、学校と

相談しながら調整中でございます。全ての

機器がそろって、２学期からスタートでき

るように工事を完了させ、また、夏休み中

に研修ができるように考えております。 

 今後の方向性ですけども、まず教職員が

機器の取り扱いや授業での活用方法につ

いて習熟し、子どもたちには、とにかく、

タブレットをどんどん触らせるような方

向で考えていきたいと思っております。 

 センターサーバーのシステム更新につ

きましては、今年度、５年の契約が終了し

ましたけれども、予定では２年間保守延長

をしていく予定でございます。２年後には、

センターサーバー及び教職員が使ってお

ります全ての公務用のパソコンを更新し

たいと思っております。その際には、例え

ば、教職員用もタブレット型に変えるとか、

公務支援システムをもっと広げることが

できるのかについても研究してまいりた

いと思っております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 溝口課長。 

○溝口総務課長 小学校校舎整備事業の

２回目のご質問にお答えさせていただき

ます。 

 先ほど、委員から将来的に児童数のピー

クを迎える時期が来るのではないかとい

うお話がございました。今現在、我々は人

口推計をさせていただいており、平成３３

年度までのシミュレーションで児童数が

一定期間増えるところは想定しているん

ですけども、それ以降は、緩やかに減少に

転じるのではないかというようなことも

考えております。 

 今後の建物の利用の展望についてとい

う内容のご質問については、これから地元

等からのご要望やご意見をいただく機会

があろうかと思います。他市の事例で申し

ますと、複合施設として、福祉や保育所と

して利用されているというような情報も

確認しております。今後、できるだけいろ

いろなご意見を聞きながら検討してまい

りたいと考えております。 

 続きまして、中学校給食事業についての

ご質問でございます。 

 先ほども、喫食率のお話をさせていただ

いておりますけれども、我々としましても、

単に喫食率、数字を上げることだけを目的

と考えているわけではございません。中身

が重要であると考えておりますけれども、

来年に向けての目標、取り組みということ

では、喫食率以外に達成度をはかる指標と

いたしましては、まず利用登録率を上げる

ことが我々としても課題であると考えて

おります。 

 以前にもお答えさせていただいており

ますけれども、１学期現在で５５％の利用

登録率です。今後、新１年生の方が入学し

てこられますので、試食会や生徒の説明会

等の機会を通じて制度の周知をしていき

たいと考えております。 

 現在の取り組みでは、アンケートでメニ

ューがおいしくないというようなことも

ご意見としていただいておりますので、学

校配置の栄養職員と本市の事務局の栄養

士で献立改善会議を、毎月実施し反映させ

ていただいております。 

 また、システムがなかなか利用しにくい

といったお声も一部いただいております

ので、できるだけホームページ等でも利用

方法をわかりやすく周知させていただく

とか、今回、カラーのパンフレットを新入

学生の説明会でもお配りさせていただい

ておりますので、制度の周知を図ってまい

りたいと思います。 
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 また、アレルギーの個別対応についての

ご質問をいただいておりますけれども、今

回のアンケート結果で申しますと、全体の

０．４％程度の方から回答をいただいてお

りまして、実際、システムの中でアレルギ

ーの警告メッセージが出るような工夫も

させていただいております。大体４人から

６人程度の方が利用していただいている

と考えております。ただ、今後そのような

利用の方の声が増えてくるということで

あれば、また対応を考えていかないといけ

ないと思っております。 

 最後に、予約システムが現在のニーズに

合っているかというご質問ですけれども、

現在は予約の申込期限が１週間前までと

いうことで、設定させていただいておりま

す。こちらにつきましては、検討委員会の

中でもいろいろ議論ございましたけれど

も、本市の物資選定基準と関係しまして、

そのような期限を設定しております。 

 ただ、できるだけ直前まで申し込みがで

きればいいというような声もいただいて

おりますので、物資選定基準等の関係はご

ざいますけれども、申込期限の改善につい

て研究してまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

○柳瀬生涯学習課長 青少年指導員につ

きまして、２回目のご答弁をさせていただ

きます。 

 現在の定員の充足率８３％ということ

で、まだ定員には達していない状況ではご

ざいますが、青少年指導員に関しましては、

随時、青少年指導員として適切な人員の確

保を継続して行ってまいります。平成２７

年度は１年間で５名の追加委嘱をさせて

いただくことができまして、今後につきま

しても、継続して人員確保を行い、定員を

充足するように努力してまいりたいと考

えております。 

 また、委員ご指摘のように、長期間にわ

たり青少年指導員を担ってこられました

方がおやめになられまして、また新しい方

が入ってこられる状況で、新旧交代の時期

に来ているのかなと、私も考えております。 

 新しく青少年指導員として委嘱いただ

いた方につきましては、青少年健全育成に

対する思いがあるということで、積極的に

活動していただけるものだと考えており

ますが、その経験やノウハウなど、青少年

健全育成に対する指導力につきましても、

今後、やはり向上させていかないといけな

いと考えております。 

 その点につきましては、青少年指導員に

さまざまな研修を受講していただきまし

て、能力の向上を図っていき、摂津市の青

少年指導に関する環境の向上を努めてい

きたいと考えております。 

 また、広報紙で青少年指導員に関する活

動の広報をしたり、青少年指導員に子ども

フェスティバル等のイベント活動などを

積極的に行っていただくことで、一般の方

が自分も参加してみたいと思えるような

青少年指導員を目指してまいりたいと考

えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 水谷委員。 

○水谷毅委員 まず、メール配信の件でご

ざいますけども、先生方の多忙な職務の中

で配信をしていただいているということ

で感謝をしたいと思います。 

 一方で、保護者の皆さんからの要望とい

たしまして、細かいことですけれどメール

の配信内容で、５Ｗ１Ｈ等の一定のルール

をつくっていただいて、受ける側がそのメ

ールを受信して何をすべきかということ
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が明確になるような内容を送っていただ

きたいという要望がございます。その点も

考慮してルールづくりを考えていただき

たいと思います。また、春になりますと人

事異動が生じますけども、その点をしっか

り引き継いでいけるようによろしくお願

いしたいと思います。 

 あと、メール配信機能では、「地域の方

へ」という選択項目もあります。これが、

実際に現場で十分に機能を発揮できてい

ないのではないかと感じられる面もあり

ますので、その点も含めまして、地域との

連携を深める大きな内容として検討して

いただきたいと思います。 

 今回、このメール配信システムは保育所

管理、学校園所の内容で、保育所管理とい

う点で要望としたいと思うんですけども、

正雀保育所について、保育士さんの確保等、

目前の課題に全力を尽くしていただいて

いる現状ではないかと思います。ある意味

で直営、民間委託を問わずに、母体が市で

あるということで、市民の皆様からは安心

感と期待感が、今回、明らかになったので

はないかと考えます。未来ある子どもたち

のために、市教委と職員が団結をして、こ

のピンチをチャンスにしていただきたい

と思いますし、また辞退された事業者の関

連についても、しっかりと確認をお願いし

たいことを要望としたいと思います。 

 続きまして、ひとり親家庭の自立支援の

件でございますけども、決して制度のため

の制度にとどまることなく、自立支援に向

けて本当にステップアップできるように

アドバイスと支援をお願いしたいと思い

ます。先ほどもご答弁にもありましたけど

も、保育とセットで周知に力を注いでいた

だいて、この１３．８％の方が対象となる

と思うんですけども、しっかり取り組んで

いただきたいということを要望といたし

ます。 

 次に、スクールソーシャルワーカーの件

です。 

 ご答弁にありましたように、将来的に中

学校区に１人の配置ということで、ぜひと

も進めていただきたいと思います。ただ、

言い方が悪いんですけど、任せっきりにな

ってしまって、学校とＳＳＷさんと教育委

員会の温度差があってはいけないと思い

ます。そういう意味で、ＳＳＷさんから挙

がってきた意見、また学校からの意見をし

っかり教育委員会で聞いていただいて、コ

ントロールし、１人が２人、２人が４人と

いうように力が発揮できるように要望し

たいと思います。よろしくお願いします。 

 続いて、学力向上の件でございますけど

も、各家庭によって、さまざまでございま

すので、どこに焦点を当てるのかというの

は難しい面もあると思うんですけども、そ

の辺まで考慮した内容の取り組みをして

いただきたいということを要望したいと

思います。 

 あと、防災教育の件でございます。本市

で考えられる災害につきましては、特に水

害に対する取り組みというのが大きな内

容になりますけども、例えば、いろんな避

難命令とか出たときに、すぐに避難せずに

自宅の２階や３階に上がったほうがいい

のか、それともすぐ移動して高所に避難を

すべきなのか等の判断ができるセンスを

子どもたちにご教示いただきたいと思い

ます。 

 また、各地域で防災訓練も開催をされて

いますけども、その防災訓練の中で子ども

が参画できるような環境づくりの検討し

ていただきたいことを要望したいと思い

ます。 
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 次に、小学校等のコンピューターの事業

でございます。 

 １日も早く全児童・生徒が専用のタブレ

ットを持てるように、そして個々が独自の

学習進路の確認や学び直しの機会を多く

持てるように、本来のＩＣＴの持ち味を活

かせるように、環境面でもお金もかかるこ

とになりますけども、しっかり取り組んで

いただきたいことを要望といたします。 

 また、教育センターのサーバーにつきま

しては、今の時代、自前でハードや電源管

理、セキュリティを行う自前のサーバーが

本当に必要なのかどうかという時代にな

っております。 

 一つの案としてはサーバーを購入して、

委託費を払い、自分で維持するよりは、例

えば、レンタルタイプの専用サーバーを利

用して、維持費の圧縮、専門的なハード管

理やセキュリティの高い内容を利用した

ほうがよいのではないかとも思います。こ

れも、要望としたいと思います。 

 次に、小学校の整備事業の件でございま

す。 

 公共施設の再配置については、ほかの所

管になりますけども、検討が始まっており

ます。今後、公共施設の再構築に向けて、

ある意味、オール摂津で考えていくという

時が来ておりますので、それも踏まえて、

ご答弁にありました高齢者の活動場所、多

目的に利用できる設計等を予定の段階か

らしっかり考えていただくことを要望と

いたしたいと思います。 

 次に、中学校給食事業でございますけど

も、ホームページ、資料配布などで様々な

取り組みをされていると思うんですけど

も、例えば、１学期に１回、中学校給食ニ

ュースを発行するとか、前の委員会でも提

案させてもらったんですけども、１週間前

でないと注文できないというのが非常に

大きなネックじゃないかと思います。業者

さんとも相談していただいて、例えば、１

０食は自由に前日でも注文できるとか、幅

を持って中学校給食を身近なものにして

いただきたいということを要望としたい

と思います。 

 次に、学童保育事業でございます。 

 全部の学校となると、非常にボリューム

が大きくて大変な作業ではないかと思い

ますけども、確か、お隣の吹田市さんも、

来年度からそういう取り組みをされてく

ると思います。可能であれば、視察とか動

向を見ていただいて、いいところは学んで

いくという姿勢でスピード感をもって取

り組んでいただきたいことを要望とした

いと思います。 

 最後に、青少年指導員事業でございます

けども、定員まで指導員さんが満たせるか

どうかというのが目的ではなくて、青少年

指導員さんが育つということは、行く行く

本市の協働への大きな長期的な力になっ

ていくのは間違いないと思います。その

方々はやがて自治会等の屋台骨となり、非

常に大きな力になってくるのは間違いな

いと思います。ここが育たないと、ある意

味、地域ボランティアのけん引力となる力

が弱くなってしまうというのが一番心配

するところであります。そういう意味では、

例えば、ＰＴＡの新旧の顔合わせが小学校

の入学式の夜にございます。そういったと

ころにアピールし、ＰＴＡを卒業された方

に青少年指導員で続けて頑張ってほしい

ということをアピールをされたり、多くの

機会で新しい人材を青少年指導員という

一つのチャンネルを通して育てていって

いただきたいことを要望とし、質問を終わ

ります。 
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○安藤薫委員長 市来委員。 

○市来賢太郎委員 おはようございます。 

 基本的には、予算概要に沿って質問させ

ていただきます。 

 まず、１点目、予算概要の１０８ページ、

安全対策事業についてです。 

 これについて、備考欄に青色防犯パトロ

ール車による安全巡視だとか、小学校・幼

稚園に受付員を配置と書いてありますけ

れども、現状について、この事業の内容に

ついて、おさらい程度にご説明いただきた

いと思います。 

 それと、ここにブザーの貸与について書

いてありますけれども、どういったブザー

の貸与をされているのか。また基本的には

小学校１年生に渡すものだとは思います

けれども、その後に回収をどうなさってい

るのか、どのように使おうというようにご

説明されているのかをお伺いしたいと思

います。また、児童や生徒からの声で、こ

れがあって安心だとか、別に要らないとか

いうような声があればお聞かせ願います。 

 ２番目について、１１２ページです。 

 学校家庭連携支援事業について、事業の

内容からご説明いただきたいと思います。 

 続きまして、同ページ、学習サポーター

派遣事業とありますけれども、内容をおさ

らい程度に教えていただきたいと思いま

す。 

 同ページ、学力向上支援事業について、

支援内容、現状について、平成２７年度ど

うであったか、平成２８年度これからどう

いう取り組みをされていくのかというこ

とについて教えていただきたいと思いま

す。 

 同ページ、学力向上推進事業ですけれど

も、内容については、先ほど水谷委員から

の質問のご答弁で大体わかりました。さま

ざまな取り組みがされていると思います

けれども、スマートフォン、テレビゲーム

などを使うのが問題だということについ

ての対策、またデータベースの活用、学習

プリントの活用とありますけれども、平成

２７年度どういう効果があったのかとい

う検証がなされたのかということと、平成

２８年度は、その検証にのっとってどのよ

うな対策をされるのか、増額分でやってい

かれるという話だったので、平成２８年度

への展望ということについて、お伺いした

いと思います。 

 続きまして、１１４ページ、いじめ問題

防止対策推進事業ですけれども、市全体い

じめ問題への助言と緊急対応ということ

ですけれども、平成２７年度どういった事

例があったのか、事業の内容とともに教え

ていただきたいと思います。 

 続きまして、１１４ページ、校内研修事

業ということですが、新規の事業で６６０

万円計上されておりますけれども、事業の

内容、目的と背景について教えていただき

たいと思います。 

 同ページ、防災教育推進事業ですけれど

も、水谷委員からのご質問のご答弁である

程度わかりました。先進校の視察をされ、

カリキュラムもつくっていただくという

ことで、何をされるかという内容は、ある

程度わかりましたが、この防災教育につい

て今年度から取り入れようとされた背景

と目的について、ご答弁願います。 

 同ページで、日本語指導推進事業ですけ

れども、海外から来られた方で日本語が、

まだ上手に扱えない方の子どもたちへの

支援の事業だと理解しておりますけれど

も、対象者がどれほどいて、どのようなこ

とに使われるお金などについて改めて教

えていただきたいと思います。 
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 続きまして、同ページ、土曜つながり推

進事業について、これも事業内容と現状と、

今、見えている克服すべき課題について教

えていただきたいと思います。 

 続きまして、１１６ページと１２０ペー

ジ、小学校の施設運営事業、中学校の施設

運営事業です。 

 その中の項目では、消防施設保守点検委

託料、小学校の５４万円程度、中学校で２

０万円程度の予算計上がされていますが、

委託料ということなので、お願いされて点

検してもらっていると思うんですけれど

も、消防設備の中でも、特に消火器は子ど

もたちが誤ってピンを抜いたりとか、もし

くは耐用年数が過ぎたりとかすると思う

んですけれども、どのような点検をされて、

耐用年数よりも早く切りかえているのか、

スケジュールについて改めて教えていた

だきたいと思います。 

 続きまして、１１６ページから１２０ペ

ージです。 

 小学校、中学校の教育用のコンピュータ

ー事業に関しては、先ほど水谷委員の質問

である程度理解はできました。小学生に対

し、タブレット４５台、中学生にはプロジ

ェクターの更新をされるのとコンピュー

ター関係の修理だということがわかりま

した。私の子どもの頃にはコンピューター

の授業というのは余りなかったので、想像

できないところもありますので、このタブ

レットを使って何をされるのか、何を子ど

もたちに学ばせたいのかについてお伺い

したいと思います。 

 続きまして、１１６ページ、小学校の就

学援助事業についてですけれども、大変難

しい内容かと思いますけれども、改めて事

業の内容について、また対象者となる方が

大体どれぐらい市内にいらっしゃるのか、

パーセンテージで結構ですので教えてい

ただきたいと思います。 

 続きまして、１２０ページ、小学校の校

舎整備事業ですけれども、先ほど水谷委員

からのご質問のご答弁で内容について、大

まかにはわかりましたが、新規事業で４，

４２４万円、具体的にどこをどうしていく

のか、これから設計されていくものではあ

ると、今、お伺いしましたけれども、もう

一度詳しくご答弁いただけたらと思いま

す。 

 続きまして、１２２ページ、中学校給食

事業についてです。 

 これについても、先ほどのご答弁である

程度わかりました。ただ、日本全体で見ま

すと、中学校給食の普及率というのは８

０％大きく超えていると思います。その中

で大阪府は本当に低いパーセンテージだ

ったと記憶しています。 

 摂津市はデリバリー給食という選択を

しました。僕は、本来ならば全員給食が望

ましいと思っているんですけれども、摂津

市はデリバリーという選択をしました。そ

うであるならば、デリバリーの中でも最高

の位置を示すような方法をとっていくべ

きだと、私は思います。 

 先ほどのご答弁の中にありました２

０％の人に対して実施をするということ

でありました。喫食率は６．５％、目標は

３０％だということをお聞きしました。ま

ず、２０％の人に実施するのに目標が３

０％というのは、１０％の返りがあるのに

少し疑問があると思いました。そこで目標

３０％に満たない理由として、家庭弁当を

持ってきているのが９０％というご答弁

がありましたけども、そうだとすれば、ま

た２０％に対して実施するというのにも、

また１０％の返りがあるのに、ちょっと整
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合性が取れないと思いました。本当に最高

のデリバリー給食を求めるならば、しっか

りとパーセンテージがずれないよう検証

されていくべきだと思います。アンケート

をとるところが別々になっていて、パーセ

ンテージがずれてくるのかなと思います

けれども、子どもが食べたいと思う、本当

に望まれる、そして保護者の方がこれは便

利だなとか、子どもに食べさせたいなと思

う給食を食べさせてあげるために、少し精

度を上げてアンケートを実施していくべ

きだと思います。 

 それと、先ほどのご答弁に喫食率を上げ

ていくことが目標だおっしゃいましたけ

れども、何をもって喫食率を上げたいのか

と思います。家庭弁当を持ってくる人で、

弁当で満足しているなら、わざわざ給食を

食べなさいというのもおかしいですし、喫

食率を上げたいというならば、確かな理由

があるんだったらいいですけれども、別に

喫食率を上げることが目標ではなく、６．

５％の子どもたちが本当に喜んでくれる

なら、別に６．５％でいいと思うんですね。

その点について、どうお考えなのかをお伺

いしたいと思います。 

 続きまして、１２６ページ、学童保育事

業ですけれども、先ほどのご答弁の中で委

託が進んでいくだろうということをお伺

いしました。現状について改めてお伺いし

たいんですけれども、学童保育事業を望ん

でいるお母さんだとか、お父さんだとかい

らっしゃると思います。仕事をしながら子

育てをして、早くにお家に帰ってあげたい

と思うけれども、仕事で帰れない方は、学

童があるとすごく助かると思うんです。ち

らほらですけども、「小学校３年の壁」と

いう言葉を聞いて、小学校３年で学童をや

めなければならない時期に合わせて、お母

さんが仕事をやめたり、セーブしなければ

ならないような状況があるというのを雑

誌や新聞で読んだことがありますけれど

も、現状どうなっているのかということと、

４年生以上の希望者はないのかというこ

とについてお聞きしたいと思います。 

 続きまして、１２８ページ、青少年リー

ダー養成事業です。 

 チャレンジャークラブのことだと思い

ますけれども、具体的にもう一度、内容に

ついて教えていただきたいと思います。 

 最後です。１３０ページ、公民館施設改

修事業で、千里丘公民館の改修内容という

ことですけれども、今も改修が進んでおり

まして、工期が遅れたとお伺いしておりま

すけれども、６月１日に、またリニューア

ルオープンをすると聞いています。この平

成２８年度に予算計上されているのは、ど

の部分に関しての予算なのかを教えてい

ただきたいと思います。 

 以上です。 

〇安藤薫委員長 暫時休憩します。 

（午前１１時５１分 休憩） 

（午後０時５８分 再開） 

○安藤薫委員長 再開します。 

 市来委員の質問を継続します。 

〇市来賢太郎委員 平成２７年度の補正

予算書の６４ページ、校務補助嘱託員賃金

で５６１万円の補正が入っていますけれ

ども、補正の理由についてご答弁ください。 

 ６６ページ、私立高等学校等学習支援金

２３２万円の補正が入っていますけれど

も、この支援金の内容について、どういっ

た支援なのかについてのご説明をいただ

きたいのと、補正に至った理由について教

えてください。 

 ６８ページ、小学校耐震補強等工事とい

うことで４，５１０万円の補正が入ってい
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ますけれども、金額が大きいのでご説明い

ただきたいと思います。どういった内容の

補正があったのか教えてください。 

 以上で、１回目の質問を終了いたします。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 溝口課長。 

〇溝口総務課長 市来委員からのご質問

にお答えさせていただきます。 

 まず、予算概要１０８ページの安全対策

事業に係るご質問でございます。 

 こちらにつきましては、児童・生徒の安

全を守るために実施させていただいてい

るものでございますが、まず青色防犯パト

ロール車による市内の安全巡視について

でございます。 

 こちらは、子ども安全巡視員として３名

の方に非常勤職員として雇用をさせてい

ただいておりまして、毎日、その中のお二

人の方がペアとなりまして、市内を巡回し

ていただいておるものでございます。 

 巡視員になっていただくに当たりまし

て、警察が指定いたします青色パトロール

講習を受けていただいております。 

 巡回経路につきましては、小・中学校、

幼稚園を中心に巡回を行い、それ以外の教

育委員会の公共施設の公民館や体育館、ス

ポーツセンター、保育所等も曜日を分けて

巡回していただいております。 

 施設の巡回につきましては、児童・生徒

の下校時ぐらいまでの時間帯で巡回させ

ていただいておりまして、その後、時間の

許す範囲で中学校区ごと、曜日ごとに重点

的に巡回させていただいております。 

 また、その中の受付員配置についてでご

ざいますけれども、こちらにつきましては

小学校の正門付近に受付室を設けさせて

いただきまして、配置させていただいてお

ります。学校内への不審者等の侵入を抑止

し、児童の安全並びに地域の安全を、地域

で守る活動の一環として実施させていた

だいているものでございます。 

 次に、新入学児童等への防犯ブザー貸与

についてでございます。 

 こちらにつきましては、小学校入学時に

全児童に防犯ブザーを１年間無償で貸与

させていただきまして、その後は無償譲渡

をさせていただきまして、中学校卒業時ま

で使っていただく形で実施させていただ

いております。 

 通知方法と活用方法についてですけれ

ども、新入学の際に全保護者の方にそのよ

うな文書をお配りさせていただきまして、

活用方法、鳴動確認等につきましても保護

者の方に確認していただくのは当然なん

ですけれども、学校におきましても、例え

ば、校外学習に行く際でありますとか、学

期ごとに学校でそれぞれ確認していただ

くよう、我々からも通知をさせていただい

ているところでございます。 

 続きまして、予算概要１１６ページと１

２０ページ、小学校施設運営事業、中学校

施設運営事業に係ります消防設備保守点

検委託料についてのご質問にお答えさせ

ていただきます。 

 こちらにつきましては、消防法に基づく

年２回の点検でございまして、内容につき

ましては、自動火災報知機、消火栓、消火

器について点検を行っているものでござ

います。 

 消火器についてご質問いただいており

ますけども、こちらは施設の中での点検を

させていただきまして、耐用年数１０年を

経過したものについて、順次、交換をさせ

ていただいております。この平成２６年度、

平成２７年度で一定完了しているところ

でございます。 
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 続きまして、予算概要１２０ページ、小

学校校舎整備事業についてのご質問でご

ざいます。 

 こちらにつきましては、先ほど水谷委員

からのご質問にもございましたが、摂津小

学校の児童数増加に伴い、工事を予定して

おり、今後、基本設計と実施設計を平成２

８年度に実施させていただくものでござ

います。 

 基本設計、実施設計については、平成２

８年度に摂津小学校の中で、どのような工

法で、またどのような場所に増改築を行っ

ていくかということを、今後検討していく

形になっておりまして、その中で案を何パ

ターンか示していただき、案を絞りまして、

実施設計に移っていくという形で、今現在

予定させていただいております。 

 続きまして、予算概要の１２２ページ、

中学校給食事業についてのご質問でござ

います。 

 先ほども水谷委員からご質問いただい

ておりましたけれども、今回、アンケート

をとらせていただきまして、導入前のアン

ケートの結果との数字が若干異なってお

ります。 

 今回、実施させていただいたアンケート

では、家庭からのお弁当を持参していただ

いている方が９０％を超えていました。 

 一方、平成２３年度であったと思います

けれども、その当時は８０％強の方が家庭

からお弁当を持ってきておられる状況で

した。第三中学校では食堂がありましたし、

また、コンビニで弁当を買ったり、購買部

でパンを買われたりとか、そのような状況

がございましたので、当初の目標は、３

０％を掲げさせていただいておりました。 

 その当時のアンケートでの２０％の方

に安全で栄養バランスのとれた給食を提

供させていただきたいのと、プラス家庭か

らお弁当を持ってきていただいている方

の中でも、やはり栄養バランスに偏りがあ

ってはいけないということもございます

ので、残り１０％の方にもデリバリーの選

択制の給食を利用していただきたいとい

うことで、３０％の喫食率の目標を掲げさ

せていただいたということでございます。 

 委員からもございましたけれども、当然、

我々も喫食率ありきという考えではござ

いませんので、今後、家庭からの弁当以外

で栄養バランスがとれていないであろう

と思われるお子様に対して、できるだけ栄

養バランスのとれたデリバリー選択制の

給食を利用していただきたいという考え

でございますので、ご理解のほどよろしく

お願いいたします。 

 申しわけございません。先ほどの小学校

校舎整備事業の補足説明をさせていただ

きたいと思います。 

 水谷委員からご質問で、今後、ピーク時

を過ぎた後、校舎の活用について、どのよ

うに考えるかということですが、今回、校

区審議会の中で地元の方を中心にいろい

ろご意見いただいた中では、やはりグラウ

ンドを広く活用できる形で、校舎も増改築

を考えてもらいたいというようなお声が

多数寄せられております。 

 当然、学校での授業の運営に支障があっ

てはいけないということを、我々としても

十分考えておりますので、今後、学校と協

議しながら、地元のご意見も参考にさせて

いただきながら判断してまいりたいと考

えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 続きまして、補正予算書の６４ページ、

校務補助嘱託員賃金を５６１万円の減額

補正を計上させていただいております。 
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 今回、年度途中で退職された非常勤の職

員さんと、病気で数か月間休職をされた非

常勤の職員さんがいました。あと、通勤手

当では、月額１万円で１２か月分を計上さ

せていただいていますが、今回の該当者が

通勤手当をお支払いする条件にございま

せんでしたので、その分も含めて合計５６

１万円を減額補正させていただくもので

ございます。 

 続きまして、補正予算書の６８ページ、

小学校耐震補強等工事で４，５１０万円を

減額補正させていただいているものでご

ざいますが、こちらにつきましては平成２

７年度、別府小学校の大規模改修工事と鳥

飼小学校の耐震補強等工事を実施させて

いただきまして、入札での差金による不用

額を今回減額補正させていただくもので

ございますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

〇荒木学校教育課長 学校・家庭・地域連

携事業でございますが、この事業につきま

しては家庭教育相談員という非常勤職員

を配置する事業でございます。 

 今、５つの小学校に週３日勤務する家庭

教育相談員を配置しております。家庭教育

相談員は、学校生活にいろいろと課題を抱

えている児童への対応や、またその背景に

は家庭の状況が影響している場合が大変

多くございますので、保護者の悩みも聞き

ながら相談、対応等を役割としています。 

 続きまして、学習サポーターの派遣事業

でございます。 

 学習サポーターは、主に学校に入り込む

サポーターと、それから土曜日のしゅくだ

い広場の講師の２種類がございます。 

 学校に入り込むタイプの学習サポータ

ー業務は、授業への入り込み、放課後のし

ゅくだい広場のサポーター、夏休みの小学

校での水泳指導をするサポーターの３種

類の業務で勤めております。 

 次に、学力向上支援事業でございます。 

 こちらは、中学校に教員免許を持ったサ

ポーターを派遣する事業でございます。 

 今年度につきましては、４つの中学校で、

延べ８人の学力向上支援員を派遣してお

ります。授業中に学習の課題を抱える生徒

をサポートしましたり、教室での授業を受

けることが少々困難な状況が出た場合に

別室で指導を行ったりという業務を行っ

ております。 

 次に、学力向上推進事業についてでござ

います。 

 家庭でのスマホやゲームの利用状況と、

家庭での学習の状況について、今回、各学

校および学年ごとの調査のデータが出て

まいりましたので、それぞれの学校や学年

のデータ等を保護者や、あるいは児童・生

徒に示しながら、課題を共有して指導を進

めてまいりたいと思っております。市教委

といたしましても、ＰＴＡをはじめ、各種

団体との協議の場や、啓発リーフレットや

ホームページ等を通じて、繰り返し問題提

起しながら、課題解決を図ってまいりたい

と考えております。 

 データベースにつきましては、今、授業

で行っている単元の復習というものに加

えて、これまで習ってきた基礎的な知識・

技能の反復練習ですとか、あるいは記述式

問題の克服に向けての基礎問題等の活用

をしております。 

 活用の場面では、朝の学習タイムや、チ

ャレンジタイム等の特別に設けました学

習の時間、宿題で活用しております。 

 現在、児童が、これまで習ってきたこと
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を身につけることは大切だという意識、ま

た全般的な学習意欲の向上にも徐々につ

ながってきていると報告を受けておりま

す。 

 また４月の全国学力・学習状況調査を受

けた６年生が１２月の市の定着度調査で

どう変化したかということを見た場合に、

国語で大きな課題が見られた学校で、著し

い改善が見られたというケースもござい

ました。 

 しかし、まだまだ検証については十分と

言えないところがございますので、来年度

はもう１校をモデル校として増やしまし

て、このデータベースと採点補助員が子ど

もたちの学力向上にどのぐらい寄与する

ことができるかということをしっかり検

証してまいりたいと考えております。 

 続きまして、いじめ問題についてでござ

います。 

 いじめ問題につきましては、今年度、い

ろいろ事例を検証しましたら、数としては、

やはり友人の冷やかしや、からかいから、

それがエスカレートして深刻化したり、１

人の人間にその対象が集中しましたりで

すとか、あるいはコミュニケーション能力

の不足から誤解が生じたりするようなケ

ースが多いという結果が出ております。 

 したがいまして、やはり発見が難しいと

いうことが言えます。いかに教職員の意識

を高めるということが重要であるという

ことを考えております。そのために、本年

度は担当指導主事が全ての学校に研修に

回りました。年２回、定例で開きましたい

じめ問題対策委員会におきましては、その

研修についての内容にいろいろと助言を

いただきました。それから、ネット上のい

じめにつきましても、非常に見えにくいも

のがあるのでしっかり取り組むべきであ

るとか、アンケートの取り方等のご助言を

いただいたところでございます。 

 続きまして、校内研修の推進事業ですが、

今年度、摂津市研究学校園補助金事業とい

うのがございました。これは、教育委員会

が研究学校として研究発表会を行う学校

を委嘱するという事業でございました。 

 実際には、その指定を受けていない学校

でも自主的に研究発表をたくさん行うよ

うになってきましたので、この事業を廃止

いたしまして、全ての学校園に対して研究

を推進するための補助金を出す仕組みに

統一したものでございます。 

 したがいまして、この教育関係団体補助

金が今年度は増額となっておりますのは、

今年度の研究学校園補助金事業の分をこ

ちらに移行している形になっております

ので、ご理解をお願いいたします。 

 次に、防災の事業につきましては、今年

度、防災管財課の事業として、教職員とと

もに防災教育のカリキュラムをつくると

いうことで取り組んでまいりました。摂津

市と釜石市とのつながりもございますし、

釜石市でいろいろと実践されておられま

した群馬大学の片田教授に、摂津市に来て

いただきまして、いろいろご指導いただい

ているところでございます。 

 防災教育というのは、命を大切にするこ

と、相互扶助、心の教育の原点でもありま

すし、防災教育に力を入れることが人づく

り、あるいはまちづくりにつながる、その

ような背景から摂津市としても取り組ん

でいくということでございます。 

 教育委員会の新規事業としましては、片

田教授によくお話をいただいている防災

教育が学校づくりに直結したと言われる

石川県の小木中学校というところがござ

いますけれども、そちらに視察に行くとい
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うことを計画しております。 

 続きまして、日本語指導についてでござ

います。 

 日本語指導は、外国から日本に参りまし

て、日本語が十分にできずコミュニケーシ

ョンがとれない児童を支援するという事

業でございます。実際には、今、市内の８

つの学校に３０名ほどの対象児童・生徒が

おります。 

 最後に、小学校のコンピューター室のパ

ソコンをタブレット型に入れ替えるとい

うことでございます。 

 摂津市内には、コンピューター等がない

家庭も多数あります。まず、コンピュータ

ー室のパソコンを入れ替えまして、子ども

たちのＩＣＴの活用能力を高めたいと思

います。またタブレット型にするのは、普

通教室にすぐに持ち運んで使うことも可

能とするためでございます。 

 普通教室で、実際に自分で操作したり、

視聴覚に訴えたりできるようなわかりや

すい授業ですとか、あるいはグループで調

べたことを発表し合ったりですとか、そう

いった主体的に授業に取り組む姿勢や意

欲の向上に役立ててまいりたいと考えて

おります。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 撰田課長。 

〇撰田教育支援課長 土曜つながり推進

事業に関するご質問にご答弁申し上げま

す。 

 支援学校及び支援学級在籍の児童・生徒

と、その保護者、また卒業生を対象といた

しまして、子ども同士や保護者同士などの

つながりを目的とした事業でございます。 

 年間５回実施しております。物づくりな

どを通して交流を図っているところでご

ざいます。 

 今年度、４回が終了した時点で、延べ参

加人数は７７名となっております。 

 課題といたしましては、現役の児童・生

徒の中の一部ですが、参加が全くできてい

ない児童・生徒がいるというところが課題

でございます。この要因といたしましては、

土曜日に個人で習い事をされているので、

こちらに参加できないというような理由

でございますが、課題としてはそこでござ

います。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

〇木下子育て支援課長 それでは、就学援

助制度についてお答えいたします。 

 本制度は、学校教育法第１９条に基づき、

経済的な理由により就学が困難な方に対

して学用品費や校外活動の費用を援助し

ているものでございます。 

 対象となる方の基準は市町村によって

異なりますけれども、本市では、４人世帯

であれば、世帯の合計所得が３１０万６，

０００円、給与収入に換算いたしますと約

４５６万円を所得限度額といたしており

ます。 

 認定を受けている方の割合は、平成２７

年９月時点で、小学校で２８．２％、中学

校で２９．２％、全体では２８．５％とな

っております。 

 毎年１学期の当初に学校を通じて案内

文書を全員に配付するとともに、ホームペ

ージや広報紙にも掲載し、周知を図ってい

るところでございます。今後とも必要な方

に情報が届きますよう、保護者への周知に

努めてまいりたいと考えております。 

 次に、高学年の学童保育のご質問でござ

います。 

 委員のご質問のように、本市では学童保

育室条例において、対象児童を小学校１年
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生から３年生までといたしております。 

 ニーズにつきましては、子ども・子育て

支援事業計画策定の際に抽出調査を実施

しましたが、その中でこの項目を設けてお

りまして、学童保育利用者のうち、４年生

以降も学童保育を利用したいと答えた保

護者の割合は約６０％でございました。ま

た、１年生の入室児童数と、その２年後の

３年生の入室児童数の割合を見ますと、５

０％から６０％で推移している状況でご

ざいます。 

 ただ、実施するとなりますと、低学年と

高学年の体格差が非常に大きいというこ

ともございますので、低学年への児童の安

全の配慮も必要となってまいります。実施

場所や指導員の確保が必須となってまい

りますし、それに伴う財源の問題もござい

ます。さらに高学年となると、思春期に差

しかかり、指導員においてもさまざまな課

題があると考えております。 

 サービス面での向上としては、現行実施

しております低学年への延長保育や土曜

日保育などを、まず充実させる必要がある

と考えており、高学年の保育につきまして

は、市としてはその後の対応となってくる

かと考えているところでございます。 

 次に、補正予算の件で、私立高等学校学

習支援金の件についてお答えいたします。 

 本制度は、私立高等学校へ進学する生徒

のうち、就学援助制度に準じた所得金額以

内の方に対して学習支援金を交付するも

ので、一人当たりの支給額は年間で最大４

万２，０００円となっております。 

 平成２７年度は約１９０人の利用を見

込んでおりましたが、１４０人程度となる

見込みで、不用額が発生するため減額補正

をお願いするものでございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

〇柳瀬生涯学習課長 青少年リーダー養

成事業として実施しておりますチャレン

ジャークラブの件につきまして、ご答弁さ

せていただきます。 

 チャレンジャークラブは、夏と冬にそれ

ぞれ４０名を定員として、２泊３日のキャ

ンプを小学校４年生から６年生を対象と

して実施しております。現在、夏につきま

しては、奈良県吉野宮滝野外学校、冬は兵

庫県のハチ高原スキー場にて実施してお

ります。 

 これらは単なる遊びの場ではなく、キャ

ンプで実施されますさまざまな体験プロ

グラムを通じまして、お互いを尊重し、グ

ループ内でのコミュニケーションの重要

性を認識し、自主性・積極性などを身につ

け、青少年リーダーとしての資質を身につ

けていただくことを目的として実施する

ものでございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 伊部課長代理。 

〇伊部生涯学習課長代理 平成２８年度

における千里丘公民館敷地整備工事につ

いて答弁いたします。 

 平成２７年度は耐震補強等に伴う増築

工事を実施中で、来月４月末に竣工し、６

月より再オープンする予定でございます。 

 平成２８年度におきましては、第３９集

会所の機能を千里丘公民館の増築棟１階

に移転した上で第３９集会所を解体し、跡

地に一般利用者用６台、身障者用１台規模

の公民館の自動車駐車場の整備工事を実

施する予定でございます。 

 また、公民館敷地内、駐車場敷地内に位

置する自治会倉庫の移転設置工事、駐車場

の対面に駐輪場設置工事、また駐車場の進

入路の関係で既存フェンスを撤去する工
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事を予定しております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 溝口課長の答弁で、中学

校給食の喫食率にかかわっての答弁で、喫

食率の目標を３０％にこだわらないとい

うようなご答弁だったんですけども、これ

までの議論、選定委員会からずっといろん

な議論をやってきた到達の中で、大阪府に

対しても実施計画として３０％目標とい

うことでやってきた数字ですので、こだわ

らないというような意味合いにもとれる

ので、その辺についてこれまでの議論の経

過も踏まえて、誤解のないような形でもう

一回答弁をしてもらえますか。 

 溝口課長。 

〇溝口総務課長 先ほど中学校給食の喫

食率について、当初掲げております３０％、

我々は決してこだわらないといった意味

でご答弁させていただいたつもりではご

ざいません。もちろん３０％という当初か

らの目標はございますけれども、まずは今

回アンケート調査を実施させていただい

た中での実態、全ての生徒の方、保護者の

方に回答していただいたわけではござい

ませんけれども、今回、回答いただいた中

では、９０％以上の方が家庭からのお弁当

を持ってきていただいており、残りの１

０％に含まれる方については、それ以外の

手段でお昼ご飯をとっておられます。 

 そういった中で、我々としては一人でも

多くの方に栄養バランスのとれた給食を

食べていただきたいという気持ちで、まず

はそのような形できちっととれていない

方に対しての喫食が大前提としてあると

考えています。そこから少しでも、当初掲

げております目標の喫食率３０％に近づ

くように、我々としても、周知も含めて行

っていきたいと考えておりますので、よろ

しくお願いいたします。 

○安藤薫委員長 市来委員。 

〇市来賢太郎委員 安全対策事業につい

てご説明いただきまして、大体わかりまし

た。 

 ブザーの件ですけれども、１年間は貸し

て、その後はそのままお使いくださいとい

うことになるということなんですけれど

も、遠足などに行ったときにも利用される

ということでわかりましたけれども、その

ブザーがどれほど利用されているのか。ま

た、そのブザーを使って危険が回避できた

事例などあるのかということに関してお

聞かせください。 

 続きまして、学校・家庭の支援事業です。 

 支援事業と学習サポーター派遣事業と

まとめてというか、別の事業でやられてい

るのというのはわかるんですけれども、

別々の事業にして別々の人にお願いする

のがいいのか、または一緒にしてしまって、

それである程度学校のことも、学校での問

題もある程度大まかに全部わかっていら

っしゃる人がやるのか、どっちがいいのか

なと思ったりします。その点、分けていら

っしゃるんで何か理由があるんだとは思

いますけれども、僕の考えとしては、もう

大体学校の全てがわかっている方にでき

るだけ多く来ていただくほうがいいと思

うんですね。この学校・家庭支援事業とサ

ポーター事業に関して、その点についてお

伺いできますか。 

 学力向上支援事業なんですけれども、教

員免許を持った支援員さんが学校のサポ

ートに入って、授業を受けにくい子どもた

ちのサポートをしてもらったり、授業につ

いていけなくなったときにサポートして

いただいているのはわかりました。 

 効果があるというか、非常に活躍してい
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ただいているというのは理解できますけ

れども、果たしてこの２４２万円でどれだ

けできるのかというところが心配になり

ます。学校の授業に一度ついていけなくな

った子たちというのは、授業の４０分にい

るのがもう苦痛で仕方なくなるんじゃな

いかなと思います。 

 例えば、社会科だったりとかしたら、勉

強し直そうと思ったときに、いつでもまだ

復活できると思うんですけれども、算数に

なると、掛け算でつまずいてしまった人が

割り算できるわけもなくというように続

いていくと、なかなかどこかで巻き返しを

するチャンスをあげないといけないかと

思います。 

 学校のテストで、１００点満点中５０点

以下の生徒というのは、多分、授業の時間

中の７割方理解しないんだと思いますけ

ど、その点に関してどうサポートしていく

のか、この学力向上支援員さんが、その点

についてどのような支援ができるのか、ま

た、人数、人員配置が適正であるのかどう

かというところについてお伺いしたいと

思います。 

 続きまして、学力向上推進事業ですけれ

ども、内容についてよくわかりました。い

ろいろな協議をされて、ＰＴＡの方とかに

もご説明されていただいているというこ

となので、この点に関しては、よりよい事

業になるように今後も推進していただき

たいということで要望といたします。 

 続きまして、いじめ問題防止対策事業で

す。理想とすれば、いじめがない学校が一

番いいとは思います。ただ、人間の集まる

ところに、いじめはなかなかなくならない

と思います。その程度が重要で、もちろん

心や体に大きな傷をつくってしまっては

いけないと思いますで、これまでどおり、

そのようなことにならないように監視の

目を注いでいただきたいと思います。 

 あと、なくならないと申しましたけれど

も、大切なのはいじめを受けてしまった子

どもに対しての後のケアが大事だと思い

ます。 

 例えばボクシングの選手なんかで、何で

ボクシングの選手になろうと思ったんで

すかと聞いたときに、小さいころにいじめ

を受けていて、もう悔しくて悔しくて見返

してやろうと思ってボクシングを始めた

のがきっかけです。トントントン、チャン

ピオンみたいな人もいると思うんです。 

 悪いことではあっても、それがきっかけ

で人生が開けていくこともあると思いま

す。いじめを受けて悲しかったねと。だけ

ど、これからの人生にその経験も活かして

いこうと思えるようなサポートをしてい

ただきたいと思いますので、それを要望に

して終わりにします。 

 続きまして、校内研修事業ですけれども、

ご答弁をいただきまして、事業を統合され

て研究発表を全ての学校に対して行って

いただくための研究費ということはわか

りましたけれども、具体的にどんな研究を

して、どんな効果を狙っているのかという

ことをお聞きしたいと思います。 

 続きまして、防災教育推進事業ですけれ

ども、先進校への視察やカリキュラムの内

容についてはある程度わかりました。 

 先日ですけれども、３月４日の産経新聞

に、大阪市が一般の授業で防災教育を取り

入れていくというようなことが記事にな

っていました。算数や国語で、避難するの

に何時間かかるとか、そういうことをやっ

ていくんだと思いますけれども、勉強して

いく上で、何でこんなに勉強しないとあか

んのやろうというような子どもからの質
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問を受けたりします。僕は、そういったと

きに、スーパーに行って計算するために、

本を読むために、いろんな知識を得るため

にとかと言いますけれども、実際に地震が

起きたときとか津波が来たときに何秒で

逃げられるのか計算できるようにとかと

いうほうが、何か身にしみてわかる気がす

るんです。 

 防災教育という観点でも、何か常日ごろ

から意識できるようなこともありますし、

もっとわかりにくい中学校の理科だとか

というときに、作用と反作用とか、仕事と

力とか、そういうことを教えるのにも何か

イメージしやすいかなと思います。 

 あと、そういった勉強をしていく中に、

防災教育を入れることによって、津波がど

れだけの力を持っているのか、コンクリー

トを潰すぐらいの力を持っているのかと

かということも教えられるようになるん

じゃないかなと思って、その点についても

取り入れられることがあればお願いした

いと思いますので、この防災教育の観点に

関しても要望として終わります。 

 続きまして、日本語指導教育事業という

ことで、行われている内容についてご答弁

いただきまして理解できました。 

 まず、外国から来ていただいた子どもた

ちに母国語なりのサポートをするという

のは当然に必要なこととは思いますけれ

ども、子どもなので、多分むちゃくちゃ日

本語を覚えるのも早いと思います。言葉が

できなくても、遊びの中で子どもたちと一

緒にじゃれ合って学校に通学することも

できるかとは思いますけれども、外国で生

きていくというのは、家庭だけが心の支え

になってしまいがちだと思います。心細い

こともありますでしょうし、日本に来て、

また新しい言葉の中での友達づくりを始

めなければならないということで、その点

の心のケアもしていただきたいというこ

とを加えてお願いしまして、この点も要望

で終わらせていただきたいと思います。 

 続きまして、土曜つながり推進事業です

けれども、支援学校の生徒、卒業生、その

保護者に対して行われているということ

でお聞きしますと、土曜に習い事をされて

いる方が来られないぐらいで、そのほかは

問題がないのかなと思いました。 

 ただ、ルーチンワークで、ずっと今まで

こうしてきたから、今年もこうしようとい

うようになれ合いになってしまわないよ

うに、常にこの事業はこの内容でいいのか

というように見直しをし、ＰＤＣＡサイク

ルでやっていただきたいと思います。 

 続きまして、小学校の施設、中学校の施

設運営事業で、消防設備についてですけれ

ども、消火器１０年で対応して交換してい

ただけるということなんですけれども、私

もそんな模範的な小学生ではなかったで

すけれども、消火器にいたずらをしたりす

る子どももいなくはないと思います。 

 いざというときに、いつでもちゃんと使

えるように、その点についてもチェックだ

けは、いつでも行っていただきますように

お願いして、この点も要望にかえさせてい

ただきます。 

 続きまして、小・中学校のコンピュータ

ー事業ですけれども、何を学ばせたいのか

ということをお聞きしたところ、視聴覚に

訴えるような授業をするときに使うとい

うことでありました。それと、家にパソコ

ンがない子どもたちにコンピューターを

教えるという内容だったと思います。 

 パソコンがあってできる授業とか、多く

の人に見てもらうようなときには非常に

有効かと思いますけれども、例えば、立体
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を創造するのに、僕は平面の二次元を見て、

頭の中で三次元に変えていくというよう

なのも重要だと思うんですね。なので、ぱ

っと見て、もう画像でパコパコパコと三次

元が二次元になっていくようなものも、本

当だったら子どもたちに頭の中で想像さ

せるべきものだと僕は思いますので、余り

過信して多用し過ぎないように、使い方と

いうのも考えていただきたいなと思いま

す。 

 あと、コンピューターの件ですけど、私

個人の意見としてですけれども、僕は学校

でパソコンを習ったことはないですけど、

今は使えるようになっているんで、わざわ

ざ学校で多用に教えることもないかなと

は思います。それよりも、大人になって思

うのが、パソコンを使うようになって漢字

が書けなくなったと思います。小さいころ

に手を真っ黒にして、何回も同じ漢字を書

いて覚えたというような経験のほうが大

切だと思います。 

 私には、めいっ子がいるんですけれども、

２歳で言葉もしゃべれないのに、お母さん

のスマートフォンを使ってワーッと遊ん

だりするんで、別にわざわざ学校で一生懸

命に教えることもないと思いますので、距

離感を保って、パソコンも教えて、手も真

っ黒にさせてというような勉強に取り組

める環境づくりをしていただきたいと思

います。これも要望で終わらせておきます。 

 続きまして、小学校の就学援助の事業で

すけれども、対象となる方は２８％強ある

ということで、その数字に驚きました。ど

うあっても助けていかないといけない事

業だと思いますので、これまでどおり進め

ていただきたいと思います。子どもが一生

懸命に勉強できる環境づくりをしていた

だきたいと思います。 

 また、適正化ということにも念頭に置い

て考えていただければと思います。その点、

気をつけていただきたいということを申

し上げまして要望とさせていただきます。 

 続きまして、小学校の校舎整備事業です

けれども、摂津小学校での人数が増えるこ

とに伴う対応ということで理解しました。 

 ご答弁の中にも、地元の話を聞いて、そ

れでどういった内容の設計をするかとい

うことを反映していただけるということ

がありましたので、私からも、学校で何が

足りなかったのか、不備がどこにあったの

かとかいう、摂津小学校のよいところ、悪

いところを卒業生までも含めて聞いてい

ただいて、よりよい学校にしていただきた

いなということを要望します。 

 続きまして、中学校の給食事業なんです

けれども、先ほど少し申しましたけれども、

できれば全員給食がいいなと私は思って

います。 

 その理由として、みんなで同じものを食

べて、みんなで会話しながら、これおいし

いねというのが給食なのかなと思います。 

 それと、もう一つですけれども、残念な

がらネグレクトのような家庭に育つ子ど

もにとっては、もしかしたら、この１食が

命をつなぐ１食になるかもしれない。今ま

でデリバリーの給食になると、１週間前に

予約をしなければならないとかというこ

とになりますと、それもできない家庭に育

ってしまった子がどのように命をつない

でいくかという心配もあります。 

 その点で言いますと、学校に行けば出て

くる給食というのが義務教育の中ではあ

りがたいという点で、私はそう思いますが、

摂津市はデリバリー選択制という道を選

んだので、その中であっては近隣自治体の

中でも１番のデリバリー給食だと自慢で
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きるようなシステムをとっていただきた

いと思います。 

 先ほど喫食率が低いけれども、伸ばして

いこうと思っているけれども、喫食率あり

きではないというようなご答弁でありま

したけれども、６．５％の方がとてもおい

しそうに楽しく食べている、そして元気に

育っていくというようなことを見ますと、

ほかの生徒からも、ほかの保護者の方から

も、それであればデリバリーの給食にかえ

てみようかなというように思えるような

すばらしい給食にできたら、おのずと喫食

率も上がっていくのではないかと思いま

すので、その点にも力を入れていただきた

いと要望いたしまして終わりといたしま

す。 

 学童保育事業ですけれども、４年生以上

の希望者はいないかという質問に、アンケ

ート調査でニーズを聞いてみたところ、６

０％ほどあるということであったので、い

ろんな理由がありましたが、私は想像もし

ていませんでしたけど、体格差の問題とい

うのは、聞いてみるとやっぱり大きいのか

なと思います。小学校の１年生、２年生の

女の子が４、５年の男の子が遊び回る横に

いると、確かに危険であろうかと思います。

そういった問題もクリアできないと、４年

生以上の学童保育というのは行えないん

だろうというように思いますが、ただ６

０％あるニーズも放っておけないなと少

し思います。 

 例えば、クラブ活動だとか校庭で遊ぶ時

間にちゃんと監視ができる環境をつくっ

てあげるとか、違った形でも、このニーズ

をどうにか対応できるような方策を探っ

ていただきたいと思います。 

 以上で、この点についても要望といたし

ます。 

 青少年リーダー養成事業です。２泊３日

のキャンプを行い、体験プログラムを通し

てリーダーの素養を培っていくというこ

とで、私は思い返しますと、子どものころ

に１回だけこのチャレンジャークラブに

行ったことがあるんです。リーダーになれ

るようになったかといいますとわかりま

せんけれども、何をしたかぐらいまでは思

い出せるくらい記憶しています。 

 良い思い出づくりにはなりましたし、そ

の体験を通して、嫌いだった虫を触ったり、

少しできたとかの記憶はありますので、今

後も摂津の子どもたちに自由な体験をす

る機会を与えてあげたいと思いますので、

良い内容にしていただきたいと思います。 

 また、子どもたちが参加しやすいような

環境も整えていただきたいと思いますの

で、その点について要望させていただきま

す。 

 公民館の工事の件です。千里丘公民館に

ついて、集会所の撤去で、倉庫も撤去して、

駐車場を駐輪場にするということで、この

点は理解しました。 

 周辺の市民の皆様が集まりやすいよう

な公民館にしていただきますよう要望い

たしまして、この点も終わりといたします。 

 続きまして、補正予算の件です。 

 校務補助嘱託員の賃金が５６１万円減

額補正に入ったという点で、ご説明いただ

きまして、途中でやめた方や途中で休職さ

れた方がいる。あとは、通勤手当が必要で

なかったということで理由はわかりまし

たけれども、なぜ嘱託員がやめて補充がな

かったのかと思います。もともと２人でや

っていたところをやめたままになって１

人でやってはったのかなと心配になりま

すので、その点、現状はどうであったのか

お伺いいたします。 
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 続きまして、私立の高等学校学習支援金

の件で、この点についてはご説明いただき

ましてわかりましたので、ありがとうござ

います。終わりといたします。 

 続きまして、小学校耐震補強工事も、こ

れについてもご説明いただきましてわか

りました。ありがとうございます。 

 以上で２回目終わります。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 溝口課長。 

〇溝口総務課長 安全対策事業にかかわ

ります２回目のご質問に対してお答えさ

せていただきます。 

 防犯ブザーがどれほど利用されている

のか、また実際に危険が防犯ブザーの活用

で回避された事例があるのかといったご

質問の内容でしたが、１年間無償貸与させ

ていただいて、その後は譲渡させていただ

いておりますが、その後の活用状況等につ

いてアンケート調査等を行ったことがご

ざいませんので、正確な数字は把握してお

りませんけれども、先ほども申しましたよ

うに、学校において鳴動確認等をしていた

だいておりますし、また不審者情報などが

寄せられた際には、学校等を通じて防犯ブ

ザーの携帯の指導等も行っていただいて

いるということで、譲渡後も多くの方が所

持していただいていると認識しておりま

す。 

 一方で、市販の多機能がついた防犯ブザ

ーが販売されておりますので、それとの併

用という形、またそちらのほうに変えてお

られるご家庭もあるのではないかと考え

ております。 

 続きまして、補正予算の校務補助嘱託員

の減額について、校務員の補充があったの

か、なかったのかというご質問でございま

す。今回、途中で退職された方につきまし

ては、補充させていただいているんですけ

れども、年度途中での募集となりますとな

かなか応募者がいらっしゃらなかったと

いうこともありまして、ある一定期間は不

補充という状態が生じました。 

 また、病気で休職された場合については、

雇用契約の関係もございますので、お一人

の方でカバーしていただいて、その後復帰

していただいたという事例で、減額補正さ

せていただいたものでございますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

〇荒木学校教育課長 家庭教育相談員と

学習サポーターのご質問でございました

が、学校には学力向上支援員、スクール・

エンパワーメント支援員ですとか、教員以

外の支援人材がたくさん学校に入ってお

ります。いずれも、学習につまずきの見ら

れる児童・生徒に寄り添ってフォローする

業務を行っております。 

 学級補助員もそうかもしれませんけれ

ども、いずれの事業も立ち上がったときの

経緯も違いますし、それから家庭教育相談

員は小学校ですけども、学力向上支援員は

中学校でありますとか、そういう対象も違

っていましたり、あるいはスクール・エン

パワーメント支援員というのは府の補助

金をもらっており、どうしても事業として

は分けなければならないのです。 

 そのような経緯によって多くの種別に

分かれているんですけれども、このような

困難な状況を抱えた子どもたちに対して、

いかにつまずきをフォローしていくかと

いうことを考えますと、教員以外のよりた

くさんの外部の方に応援していただく、そ

ういう必要がございます。委員が、おっし

ゃるように、学校の事情をよりわかってい

る地域の方ですとか、たくさんの支援員が
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入っていただけたらと考えます。 

 国の方も、学校、地域の連携について「学

校地域支援本部」というように枠組みにつ

いて改めて考え直すような方針も出して

きております。そのような中で、各学校は、

地域の方や学生など、いろんな力を集めて

いかに子どもたちをフォローしてくのか

を考えることが大変重要になってくると

考えております。 

 また、学び直しとか巻き返しというお言

葉ですけれども、授業中に寄り添ってサポ

ートするということプラス、放課後等につ

きましても、教員による補習等のフォロー

以外にも、現在、行っておりますしゅくだ

い広場ですとか、土曜日しゅくだい広場で

すとか、家庭で学習する状況が困難な場合

でも、ここへ行けば勉強できるというよう

な学びの場をどう確保していくか、地域の

方やいろんな方の応援をいただくことを、

今後、総合的に考えていかなければならな

いと考えているところでございます。 

 次に、校内研修事業についてでございま

す。 

 本年度、平成２７年度は委嘱校として小

学校３校を指定いたしました。千里丘小学

校、鳥飼西小学校、鳥飼東小学校ですが、

例えば、鳥飼西小学校では「考えて話す力

を育む」ですとか、千里丘小学校も、「人

の意見に対して自分の意見がしっかり言

えて交流ができる子どもたちを育てる」で

すとか、校内共通の研究テーマを持って取

り組んでおります。 

 そのテーマ設定に当たりましては、もち

ろん子どもたちの実情、課題を踏まえての

テーマ設定をしております。例えば、鳥飼

東小学校は、言葉の力をもっと高めたいと

いうような思いから、国語の説明文を研究

しておりますし、課題に応じた研究テーマ

を設定しております。 

 委嘱校では、国語や算数を研究の柱に設

定することが多いのですが、委嘱校以外で

はユニバーサルデザインですとか、討論す

ることでありますとか、道徳でありますと

か、それぞれの学校に応じた研究テーマを

設定して取り組んでおります。 

 その効果といたしましては、目の前の子

どもたちの一番の課題の克服という点、そ

れから教職員が学校の中で統一したテー

マを持って動くということが非常に大き

な力となりますので、学校組織の強化とい

う効果がございます。 

 もう一つは、そういう研究を通じて、経

験の浅い教員がすごく増えている中で、教

職員の授業力をアップさせる、スキルアッ

プに大きく寄与するものと考えておりま

す 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 市来委員。 

〇市来賢太郎委員 ご答弁いただきまし

てありがとうございます。 

 ブザーの件ですけれども、貸与して、そ

の後、譲渡してどう使われているかはわか

らないということでしたけども、もし何か

あったときに、子どもがそのブザーをちゃ

んと使えるのかなと心配します。何か襲わ

れそうになったときに、ピーと鳴らして危

険を知らせるというのが目的かと思いま

すけれども、ランドセルの中のどこにあっ

たのかわからないようでは、いざというと

きに使えるものでもないですし、まして、

もう家のどこにあるのかわからないよう

では、譲渡する必要があるのかとも思いま

す。 

 もしこの事業が本当に必要で、ブザーの

効果があるという見解でしたら、使用につ

いて、もう一度どこかの機会に、ちゃんと
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持っているかという確認をして、こんなと

きにはブザーを使って危険を知らせるん

だよという教育も、もう一度見直していた

だきたいと思います。 

 以上、要望といたします。 

 何らかの理由で授業についていけなく

なった、もしくは問題が出てきてしまった

子どもたちを助けるために、この支援事業

は、いろんなサポーターの方が入っていた

だいているということも理解できました。

みんなが授業についていけるようになる

のが一番なので、いろんな形で支援してい

ってあげてほしいと思います。 

 また、残念ながら遅れてしまった人たち

に対しては、この体制で本当に適正なのか

というのをもう一度検証していただきた

いと思います。 

 学力向上支援員さんのニーズに関して

も、入る回数に関しても、子どもたちの学

力が上がるんなら、それにこしたことはな

いので、その点も検証してくださいという

ことを要望いたしまして終わりといたし

ます。 

 校内研修事業でございますけれども、テ

ーマを持って研究していただいていると

いうことで、内容について理解できました。 

 ご答弁の中に、経験の浅い教員に対して

の勉強の機会にもなるということで、安心

しました。聞くところによると、団塊の世

代の教職員さんが退職されて、若い方が多

く、ベテランの先生と若い先生と意見の差

も生じて、授業をするのが大変な若い先生

方もいらっしゃるとお聞きします。その

方々が、研究を通じて授業力を持っていた

だく機会にもなろうかと思いますで、これ

からの活動に期待いたしますので、よろし

くお願いしますということで要望とさせ

ていただきます。 

 以上で終わります。 

○安藤薫委員長 それでは、続いて質疑の

ある方。 

 大澤委員。 

〇大澤千恵子委員 予算概要に従って、質

問をさせていただきます。 

 まず、４２ページ、これに関しましては、

市長杯総合スポーツ大会事業、スポーツ振

興事業、総合型クラブ支援事業とあわせて

質問をさせていただきたいと思います。 

 私、以前からこの文化スポーツ課の委託

事業に関しまして、行政におんぶにだっこ

になっているんじゃないか、ほとんど委託

というのは、名ばかりで行政がやっている

んじゃないかということを指摘してまい

りました。 

 今まで、体育協会に関しての分担金と加

盟金についても、何度も質問をさせていた

だきました。今回、また予算に体育協会の

補助金が上がっております。それと同じく

して、体育協会が請け負っております市長

杯総合スポーツ大会事業もこちらのほう

に計上されております。 

 まず、総合型クラブ支援事業、これは、

せっつブルーウイングスさんということ

ですけれども、この総合型スポーツクラブ

と体育協会に、市はどのようなことを期待

されているのか。そして、これからどのよ

うに持っていこうとしているのかについ

てお答えいただきたいと思います。 

 続きまして、同じく４２ページ、体育施

設管理事業でございます。 

 これは、吹田市の公舎土地の多目的スポ

ーツ施設の開始に向け、開設準備と維持管

理を行うという事業で予算がついており

ますけども、今後どのような方向で進めて

いくのかお聞かせいただきたいと思いま

す。 
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 続いて、総合体育館建設事業、新規事業

でございます。 

 これも同じく総合体育館の基本構想と

基本計画について進められると思います

けれども、これの計画を簡単で結構ですの

でお聞かせいただきたいと思います。 

 続きまして、５８ページ、民間保育所入

所承諾事業でございます。 

 議会でも出ておりましたが、正雀保育所

の民営化が、今回、辞退という形になりま

した。この民間の保育所の辞退が起こった

わけですけども、担当課は保護者の方々へ

の対応を一生懸命にされてきたと思いま

す。大変お忙しい中、４月に何とか間に合

うように動かれていると思いますけども、

実際にこの正雀の保育所の今後の方向性

と、これについての予算、恐らく６月の時

点では補正を組まないといけないのかな

と思いますけれども、そのあたりのことを。 

 それから、譲渡した土地の契約はどのよ

うになっているのかということと、それか

ら、あわせて備品、附属設備は無償譲渡、

土地のほうは無償貸与というようになっ

ていましたが、このあたりも全て含めてど

のようになっているのかということをお

聞かせいただきたいと思います。 

 それから、今後の保育の計画です。民営

化で進めてこられて、正直、また公立保育

所に１年間、２年間かわからないですけど、

戻すという方向なので、その保育の計画を

お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、６２ページ。先ほどから水谷

委員、市来委員も質問されたと思いますけ

れども、ひとり親の自立支援の給付事業で

ございます。 

 これに関しましては、一定の説明は聞か

せていただきましたので理解しておりま

す。 

 この中に、資格の取得の中に保育士とい

うのがあります。今現在、この保育士とい

うのは非常に人材不足だと聞いておりま

して、その保育士に来てもらうための家賃

補助も国から補助が出ているということ

でございます。保育士の資格をとったら仕

事があると啓発できるような方法はない

のかということをお聞かせいただきたい

と思います。 

 それから、１１２ページ、学校部活動助

成事業でございます。 

 実際、この部活動ガイドラインを使って

先生方はこの学校のクラブ活動を進めて

いかれると思うんですが、実際、今の実態

調査、各中学校でクラブ活動がどのような

状況になっているのか。それから、先生方

がこのクラブ活動をやれるだけの本来時

間があるのか。それから、担当のクラブの

顧問として人員が足りているのか。こうい

ったこともあわせてお聞かせいただきた

いと思います。 

 それから、１１４ページ。防災教育の推

進事業が、今回、新規事業で入っておりま

す。 

 先ほどから質問も出ておりますけれど

も、防災管財課が防災教育の充実に向けて

防災カリキュラムを作成しますというこ

とを、先日の議会でお聞かせいただきまし

た。 

 今回、この防災教育の推進事業で、幼児、

児童、生徒に対して防災教育を推進するた

めに先進校の視察を行いますと、そして、

就学前、低学年の子どもの防災意識を身に

つけるための教材を購入しますというの

が、この主要事業の中に記載されています。 

 先ほど、ご答弁いただきましたが、中学

校の教員が１人、小学校の教員が１人、防

災管財課が１人、３人で防災教育の先進校



- 40 - 

 

を見に行かれるとお聞きしたんですけど、

これで間違いがないのかを確認したいの

と、それから先進市の視察ですが、これか

ら視察先を決めるのか、それとも、ある程

度計画があって、こういう防災意識を身に

つけさせたいから、こういうところに行こ

うとしているのかということを考えて、こ

の予算を組まれているのかということを

お聞かせいただきたいと思います。 

 それから、１１６ページ、小学校の管理

運営事業と、あわせて中学校の管理運営事

業、これは図書購入費の件ですが、読書習

慣を身につけさせるために、国が定める

小・中学校の図書標準冊数達成に向けて図

書を拡充するとお聞きしておりますけれ

ども、実際、小学校でその目標の図書数、

冊数は幾らなのか、それと中学校では幾ら

なのか。それから、図書を購入した後、ど

のようにこの子どもたちに新しく入った

図書を推進していくのかをお聞かせいた

だきたいと思います。 

 実際、子どもたちの図書に関して、学校

の図書を利用しているというのは、学校生

活に関するアンケートで、今現在、４６％

です。これは、平成２５年ですよね。保護

者の方々に配られているアンケート結果

のご報告の中には４６％となっておりま

すけども、この数値をどう見ているのかと

いうこともあわせてお聞かせいただきた

いと思います。 

 それから、１２０ページ、小学校の校舎

の整備事業でございます。 

 これも先ほどから質問が出ております

けれども、摂津小学校の基本設計と実施設

計で、どのような場所にどのようなものを

建てていくのかというようなお話を先ほ

どご答弁いただいておりましたけれども、

先日の議会の中で、千里丘新町の保育園、

幼稚園を含めて検討しながら、この子ども

たちが、例えば、千里丘小学校にも行かれ

る、摂津小学校にも流れることも見込んで

いるのか。その小学校の視野に入れての実

施設計を行おうとしているのか、それとも、

そこは省いているのかについてお聞かせ

いただきたいと思います。 

 それから、１２２ページ、中学校給食の

事業でございます。 

 この中学校給食の事業の件につきまし

ては、先ほどから喫食率が６．５％、目標

３０％から見ると達成していないという

お話がございましたけれども、私がすごく

気になったのが、「喫食率じゃないという

言い方ではないです。」とおっしゃってい

ながら、じゃあ喫食率を上げるために、今

後、どのように施策を打っていくのか。喫

食率を上げなくて、残りの２０％の方に栄

養のすぐれた給食を与えるというのであ

れば、私はもう少し踏み込んで、就学援助

の方を入れるべきなのかなというように

感じたんですね。 

 実際にアンケートをとっている中で、こ

の就学援助の方が２９．２％です。私は、

就学援助の方もお弁当をつくっていらっ

しゃる方がいると思うんですけども、そう

いった方たちの状況把握をしっかりする

べきではないかと思います。 

 この２０％の人のために、給食選択デリ

バリー制をしている。そこが、先ほどから

もいろいろ矛盾を感じているとこなんで

すけども、担当課としては、この選択デリ

バリー制をどのように持っていこうとし

ているのかということが、先ほどの説明で

明確にわからなかったんです。そこを、も

う一回ご説明いただきたいと思います。 

 給食の申込期限は、１週間前までとなっ

ていますが、吹田市では、前日か、当日か
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忘れましたけど、申込期限を変更したとこ

ろ喫食率が上がったということがありま

した。 

 平成２８年は、どうしていくのかという

ことをもう一度お答えいただければと思

います。 

 それから、１２６ページ、学校体育施設

開放事業です。 

 体育施設の開放事業に関しましても、私

は、担当課と何度もお話をしてきましたが、

なかなかかみ合わないところがあります。 

 この体育施設の開放の目的とするとこ

ろで、国の指針から出ているものと、今現

状、摂津市がやっているところに、やっぱ

り若干の乖離があります。 

 もう何度もこの話はしていると思うん

ですけども、今回、学校体育施設の件で、

中学校から学校開放のご案内が来たそう

です。それを見ますと、どういうことを話

したのかということと、何曜日は誰々が使

うというような順番と、あと何かご意見は

ありませんか等の内容でした。 

 実際、中学校の開放に関しましては、も

う開放団体の会議が行われていると思い

ます。この件についてどのような意見が出

て、またどのような方向で進むのかという

ことを、再度ご確認したいと思います。 

 それから、１３２ページ、文化財保護事

業でございます。 

 鳥飼下にありますさわやか広場です。以

前、私が議会でさわやか広場を教育の施設

としてあけてほしいということを一生懸

命にお話して、保健福祉課の管轄のもと、

あのさわやか広場とりかいがスタートし

たわけでございます。 

 当時、文化財を保護するということで、

敷地の約半分は文化財保護を展示場とし

て市民に見ていただくという事業があり

ました。しかし、いつの間にか気づけば文

化財はなくなっており、私は悪いとは言い

ませんけども、そこで喫茶店がされており

ました。 

 私は、あの当時、何度も議会で、さわや

か広場の施設を教育の施設、例えば、子ど

もたちの学童が終わった後のシェルター

になるような施設にしたいという思いが

ございまして、一生懸命に議会のほうでも

お話をしました。 

 しかし、文化財の展示をして、市民の

方々にその文化財を見ていただくという

ことでございました。 

 あいている日数も、いつあいているのか

なかなかわからないけれども、展示のとき

にはあけたというような記憶があったと

思うんですけど、実際、あの文化財をどれ

ぐらいの方が見に来られて、現状としてあ

れだけの文化財が展示してあったものが

片づけられて、その文化財としての展示は

一体どこに行ったのかということを、お聞

かせいただきたいと思います。 

 それから、１３２ページの図書館運営事

業でございます。指定管理ということで、

今回継続するということでお聞きはして

おります。 

 そのときに、私が申し上げましたのは、

図書館の時間を後ろにずらしてほしいと

いうことで、午後６時までずらしていただ

きました。それに関しましては、子どもた

ちが学校から帰ってきた後、図書館に行け

るという、図書館に足を運べるという機会

が増えたと思っているんですけども、私は、

指定管理の方が、なぜそこに気づかなかっ

たのかなというのが非常に疑問に思って

おります。 

 評価で見ますと、子どもたちの読書活動

の推進、特色ある図書館づくりについて、
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Ａ団体が６６点、Ｂ団体が５９点で、７２

点とっていらっしゃるこの指定管理の方

が、なぜそこに気づかなかったのかなとす

ごく疑問があります。 

 先ほどから言っていますけれども、図書

の推進ということで、子どもたちに読書活

動の推進を一生懸命に行おうとしていま

すよね。以前にも、教育委員会、市民図書

館、鳥飼図書センターともうまくつなげて、

子どもたちに図書の推進を行うような施

策をしっかりと連携をとりながらやって

いってほしいというようなこともお話を

しました。 

 図書館の運営事業に関して、図書を買っ

ても、子どもたちが読まなければ、宝の持

ち腐れです。そこをどのようにして図書の

推進をこれからしっかり連携とりながら

やっていこうとしているのかということ

をあわせてお聞かせいただきたいと思い

ます。 

 この指定管理者の方が、いろんな選定基

準の中で、施設の管理運営体制については

９６点、ほとんどパーフェクトな点数をと

られておりますので、管理体制は非常にす

ばらしいんだなと思っております。 

 しかし、地域の利用者対応とか、効率性、

こういったことが若干低いかなと思って

いるんですが、この指定管理者が、やっぱ

り新しい発想で何かをしていかないと、な

かなか同じことの繰り返しになってしま

うのかなと思います。やっぱりもっともっ

と何か投げかけていかなければならない

のではないかなと思っているんですけど、

今回、担当課は、受け渡し協定の拡大につ

いてお話をされていると思いますので、お

答えいただきたいと思います。 

 最後に、補正予算書の６ページ、繰越明

許の件です。 

 小学校費の２，４００万円の根拠を教え

てください。なぜ根拠が知りたいのかとい

うことは、もうご理解いただいていると思

います。この工事に関しては、不履行にな

っておりますよね。不履行になった後に、

業者選定をしましたが、成立しておりませ

ん。そのため、今回、繰越明許になってお

ります。当初、１，８７５万円で落札して

おります。今回のこの費用は２，４００万

円となっております。このあたりのご説明

をお願いしたいと思います。 

 以上で、１回目の質問を終わります。 

○安藤薫委員長 答弁を求めます。 

 辻課長。 

〇辻文化スポーツ課長 市長杯総合スポ

ーツ大会事業とスポーツ振興事業、総合型

クラブ支援事業に関するお問いでござい

ます。 

 確かに、市長杯総合スポーツ大会事業も

体育協会に委託しておりますし、スポーツ

振興事業では、体育協会への団体補助金と

いう形で６０万円の補助をしております。 

 市長杯につきましては、市長杯総合スポ

ーツ大会を実施していただいております。

スポーツ振興事業の中で、体育協会に対す

る補助金６０万円を支給しておりますが、

主に、体育協会杯の実施に充てられている

と認識しております。 

 また、総合型スポーツクラブに対しても

支援事業はございますが、総合型スポーツ

クラブは多種目、多世代、多趣向というこ

とで、誰でもいつでも世代を超えて、そし

て好きなレベルでいろいろなスポーツを

行っていただけるという形で、世代と地域

を超えて活動をしていただいているとい

うような活動をしているのが総合型スポ

ーツクラブでございます。 

 平成３２年に総合体育館が竣工される
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暁には、その年が東京でオリンピックが開

催されるということで、スポーツの機運が

最高潮になるときに、単一のスポーツ競技

を取り扱います体育協会が、さらに活躍を

いただくことにより、スポーツ機運の醸成

に一役買っていただけることも期待して

おりますし、総合型スポーツクラブが自主

事業といたしまして、いろいろなスポーツ

教室等々もやっていただいておりますし、

通常のクラブ活動もやっていただいてお

りますので、その中で地域のコミュニティ

づくりについても寄与していただきなが

ら、強いては子どもの体力向上に寄与して

いただけることも期待しております。 

 また、別々にご活躍いただくというより

も、お互いに補完し合うような団体の立ち

位置やと思いますので、お互いに何か協力

し合いながら、東京でオリンピックが開催

される平成３２年に向けまして、より一層、

お互いが刺激し合う、協力し合う、連携し

合うような形でスポーツの機運を高めて

いっていただけるといいなと大きな期待

を寄せております。 

 それから、体育施設管理事業につきまし

て、吹田公舎跡地の今後の方向性というお

問いです。 

 現在、吹田市において、工事が行われて

おります。同施設は、工事完了後に検査を

経まして、摂津市に無償で帰属することに

なっております。摂津市に帰属されました

後に、まずは摂津市において条例が必要と

なりますので、条例を制定いたしまして、

その後、指定管理者の選定をする必要がご

ざいます。その後、体制が整いましたら、

広報紙、ホームページ等で市民の皆様に周

知して、供用を開始するといった流れにな

っております。 

 それから、総合体育館のお問いでござい

ます。総合体育館の計画内容ということで

ございましたけれども、もちろん、これは

基本構想、基本計画は、これから審議いた

だく内容でございます。まず、年度があけ

ましたらなるべく早い時期に、基本構想・

基本計画審議会を立ち上げまして、年内に

数回、審議会を開催いたしまして、計画の

案を作成してまいりたいと考えておりま

す。計画案が策定できましたら、パブリッ

クコメントを実施いたしまして、計画が定

まり次第、市民の皆様にお知らせさせてい

ただくという流れでございます。 

 それから、学校体育施設開放の件でござ

いますけれども、その目的は大きく２つあ

るのかなと思います。１つは、社会教育法

第４４条に、学校教育上の支障がないと認

める限り、その管理する学校の施設を社会

教育のために利用するように努めなけれ

ばならないとございます。それから、２つ

目は、スポーツ基本法には、学校の教育に

支障のない限り、当該学校のスポーツ施設

を一般のスポーツのための利用に供する

ように努めなければならないということ

で、学校教育活動に支障のない限り、学校

の施設は地域の方に開放するということ

が定められておりますので、それに基づい

て行っているものと解釈をいたしており

ます。 

 開放委員会の会議の開催状況でござい

ますけども、現在、全ての学校で既に開催

されているというわけではございません

が、おおむね、会議の開催はしていただけ

ているものでございます。 

 また、中学校では一部未開催なところも

ございますが、学校開放委員会の会議の中

身につきましては、まだ終わっておりませ

んけれども、平成２７年度の会計の状況、

決算の状況等々を説明いただいた後に、平
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成２８年度の利用登録団体の登録の手続

について、今回はいろいろと様式を変更し

ておりますので、そちらの説明であります

とか、あとは期限のお話でありますとか、

学校ごとの各注意事項の説明等々がなさ

れたものであると把握をいたしておりま

す。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 小林部参事。 

〇小林次世代育成部参事 正雀保育所民

営化の関係であります民間保育所入所承

諾事業につきまして、ご答弁させていただ

きます。 

 まず初めに、２月１２日社会福祉法人桃

林会から辞退届が提出されましたことは、

これまでさまざまな準備を進めてまいり

ました教育委員会、我々担当課としまして

も、大変残念でございますし、遺憾であり

ます。 

 保育所入所保護者の方への対応でござ

いますけれども、正雀保育所の保護者の方

につきましては、２月１８日、１９日のい

ずれも夜７時から、２０日土曜日は午前１

０時から、保護者の方を対象とした説明会

を開催させていただきました。その中では、

桃林会から辞退届が提出されたこと、最長

１年間は公立保育所として運営させてい

ただくといったことをご説明させていた

だきました。この３日間においては、９８

名の在園児がおられ、８２世帯の世帯数で

ございますけれども、５１名の方が参加い

ただき、６２．２％の参加率でございまし

た。３日間の保護者説明会でのお問いに対

する我々の回答、Ｑ＆Ａというのも２月２

６日付で全ての保護者の方に配付させて

いただいたところでございます。 

 また、平成２８年度から新たに正雀保育

所に入所希望されている保護者の方、入所

予定の方１８名に対しましても、電話でご

ざいますけれども、桃林会の辞退と公立保

育所としての運営についてご説明させて

いただいたところでございます。また、募

集要項には、民営化実施により保育時間は

夜７時から夜８時まで延長されることを

記載しており、現状より１時間延長すると

いったことも考慮して申し込まれた方も

おられると認識しておりますので、公立保

育所として運営する以上は夜７時までと

なりますということも、あわせてご説明さ

せていただきました。１８名中１７名の方

は継続して正雀保育所の入所をご承諾い

ただきました。１名の方については、常時

夜８時までという延長保育を希望されて

はおられませんでしたけれども、勤務の関

係で夜７時をまわる場合もあるというこ

とでございましたので、その方については、

第１希望の民間園さん、正雀保育所は第２

希望でございましたので、第１希望の民間

園さんとお話をさせていただいた中で、そ

ちらのほうの入所ということで手続を進

めているところでございます。 

 次に、予算の考え方でございますけれど

も、現在、審議いただいております平成２

８年度当初予算は、主なものとして、歳出

は、保育所管理運営事業におきまして、公

立保育所、正雀保育所以外の臨時職員と非

常勤職員、また施設の維持管理経費を計上

しております。しかし、正雀保育所は公立

保育所として運営するということで、４園

分の予算が必要となります。また、一方で

は民営化によりまして、民間保育所入所承

諾事業におきまして、正雀保育所、民間園

さんへの教育保育給付費負担金、こういっ

た民間園さんへの出も計上しておりまし

た。これは、逆に減額という形になろうか

と思います。 
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 当初は、現在審議中の予算において、運

営は支障なくスタートはできるんですけ

れども、１年間トータルで考えたときには、

委員おっしゃるように６月なり適切な時

期に補正予算等組ませていただいて、対応

することが必要なのかなと考えておりま

す。 

 次に、土地や備品の財産の関係でござい

ます。建物や備品でございますが、これに

つきましては、地方自治法第９６条に基づ

きまして、第３回定例会でも議案第５８号

で上程させていただきましたけれども、社

会福祉法人に建物や備品、附属設備を譲渡

するということで、議決をいただいたとこ

ろでございます。土地につきましては、摂

津市の財産の交換、譲与、無償貸付等に関

する条例第４条によりまして、公共的団体

として無償もしくは低額で貸し付けるこ

とができるということになっております

ので、そちらに基づいて手続を進めておっ

たところでございます。 

 それぞれの契約につきましては、備品の

最終的なチェック等も含めまして、契約を

交わそうとしておりましたので、桃林会と

の契約はしておりません。 

 それと、今後の保育でございますけれど

も、最長１年間、公立保育所として運営を

してまいりますけれども、保護者の方にお

きましては、すごく大切な１年間で、最長

１年間であると考えております。正雀保育

所が十分にその機能を果たせるように、教

育委員会としても支援をしてまいりたい

と思っておりますし、保育の内容につきま

しても、職員の体制の確保はもちろんのこ

と、職員のモチベーションの維持に努めて

まいりたいと考えております。保育所全体

の考え方、経営につきましては、毎年、公

立保育所は保育所経営計画及び保育所評

価というのを、それぞれの園が立てており

ます。それに基づいて、所長以下、一丸と

なって取り組んでおるところでございま

す。平成２８年度につきましても、再来週

から、またヒアリング等も実施いたします

けれども、その中で教育委員会事務局とし

ても適切に指導、助言をする中で取り組ん

でまいりたいと考えているところでござ

います。 

 また、保護者の方につきましても、引き

続き子育て支援、保護者への適切な支援に

努めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 木下課長。 

〇木下子育て支援課長 それでは、予算概

要の６２ページ、ひとり親家庭自立支援給

付金事業についてお答えいたします。 

 本市では、ひとり親家庭の方からさまざ

まなご相談を受けており、その中で資格取

得の希望を訴えられた場合には、ひとり親

家庭自立支援員が相談に乗り、世帯の状況

やこれまでの職歴等をお聞きするととも

に、どのような資格取得が可能かを情報提

供してきているところでございます。その

中で、介護や保育関係の仕事につきまして

は、比較的求人が多いということもお伝え

してきております。 

 先ほど申しましたように、ここ５年では

延べ２３件の支援をしてきておりますけ

れども、うち４件は保育士資格を目指した

ものでございました。今年度も１件、保育

資格を目指したいということでの申請を

受けております。 

 今後、さらに関係課、関係機関等とも連

携を深め、よりよい支援になるようにつな

げていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 
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〇荒木学校教育課長 それでは、学校教育

課にかかわるご質問にお答えいたします。 

 部活動についてでございますが、教育委

員会といたしましては、各中学校の部活動

につきまして、１学期に調査を行っており

まして、設置クラブや所属部員数等につい

て把握しております。 

 また、教員の時間が十分にあるかという

ことでございますが、十分かと問われます

と子どもの授業が終了後の放課後の時間、

下校時間までのわずかな時間ですとか、土

日とは言え子どもたちの心身に過度な負

担にかからないような時間設定ですとか、

あるいは教職員にも時間の都合がござい

ますので、限られた時間とはなってしまい

ますけれども、その中でぎりぎりで行って

いるという状況と把握しております。 

 また、担当人員が足りているかというこ

とですけども、時間にしましても人員にし

ましても、もっとよりよい活動を望めば、

もっと人員も時間も欲しいと思うのは仕

方がございませんけれども、学校教育活動

の中で、学校の運営方針に基づきまして、

その学校にいる人員の中でできる体制と

いうことで部活動を組んでおりますので、

その限られた人員、限られた時間の中でぎ

りぎり行っておると理解しております。 

 次に、防災教育についてでございます。

この先進校視察につきましては、先ほどご

答弁申し上げましたが、中学校区から１人

の教員を出すと考えておりますので、５中

学校区ございますから、各校区から教員を

１人ずつで教職員５名、プラス事務局から

２、３名、そして防災管財課から１名とい

うことで考えております。 

 視察先につきましては、日ごろ、防災教

育についてご指導いただいている片田教

授からよくご紹介をいただいている、石川

県の能登町立小木中学校を考えています。 

 この学校は、これまで町ぐるみで防災教

育を進めて、防災教育を柱に学校づくりを

進めていると紹介を受けましたので、お伺

いしてお話を聞かせていただければと思

っております。 

 今年度は、防災管財課の防災対策事業に

よりまして、教職員を含めたグループワー

クを行ってまいりましたが、来年度は、学

校教育課のこの防災教育推進事業で、教職

員の防災対策事業に対する意識を高める

目的で視察を行いたいと思っております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 溝口課長。 

〇溝口総務課長 予算概要１１６ページ、

１２０ページの小学校、中学校それぞれの

管理運営事業にかかります図書購入費に

ついてのご質問にお答えさせていただき

ます。 

 こちらにつきましては、文部科学省の図

書標準冊数に基づいて、現在、整備をさせ

ていただいているところでございます。平

成２７年度から平成２９年度までの３年

間で標準冊数を満たすように予算を増額

させていただきまして、現在進めていると

ころでございますが、小学校におきまして

は、平成２７年５月時点での数字でありま

すけれども、図書標準冊数が１０万４，２

００冊に対しまして、９万４，３７４冊を、

所持させていただいておりますので、不足

冊数は９，８２６冊の不足となっておりま

す。達成率につきましては、平成２７年５

月現在で９０．１％でございます。 

 中学校につきましては、図書標準冊数が

６万３，１２０冊に対しまして、５万３，

００２冊ですので、不足冊数は、１万１１

８冊不足しておりまして、達成率としまし

ては、中学校は８４．０％となっておりま
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す。 

 図書購入後どのように推進していくか

というご質問につきましては、この後に学

校教育課からご答弁させていただきます

のでよろしくお願いいたします。 

 続きまして、予算概要１２０ページ、小

学校校舎整備事業についてでございます。 

 こちらは、先ほど水谷委員、市来委員か

らもご質問いただいた摂津小学校の校舎

整備についてでございますけれども、委員

からご質問いただきました千里丘新町に

ついての考慮をしているのかというご質

問ですけれども、今回につきましては、先

ほど申しましたように摂津小学校区内で

通学区域審議会も開催させていただきま

して、千里丘新町の開発につきまして、児

童数が当然増加するということも、我々は

想定しているんですけれども、今回の小学

校校舎整備事業、摂津小学校につきまして

は、千里丘新町については考慮させていた

だいていないということでご理解のほど

よろしくお願いいたします。 

 続きまして、予算概要１２２ページ、学

校給食事業について、今後、喫食率を上げ

るためにどのように考えているのかとい

うご質問をいただいております。先ほども

市来委員からもご質問いただいて、ご答弁

させていただいているんですけれども、今

回、アンケートをとらせていただきまして、

平成２３年度の導入前のアンケートにつ

きましては、おおむね８０％の方が家庭か

らの弁当を持参していただいているとい

うことで、委員会でもいろいろご議論いた

だきました。全員給食が望ましいのではな

いかというような声もいただいておった

ということは、当然、認識しておりますけ

れども、摂津市では、家庭弁当がそれだけ

多くの方に持参されているという、家庭弁

当の有用性も考えまして、いろいろなご議

論いただいた中で、選択制を導入したとい

う経過がございます。目標３０％に対して、

現時点ではまだ６．５％という中ではある

んですけれども、先ほどの議論の中でもあ

りましたけれども、やはり家庭からの弁当

以外でも栄養バランスがとれた給食を少

しでも多くの方に喫食していただきたい

という考えは、我々としては、導入当初か

ら今現在まで変わっておりませんので、少

しずつではありますけれども、生徒の周知、

また献立の改善であったり、システムの改

善等も含めまして、いろいろなことを考え

ていかないと考えております。 

 先ほど、大澤委員からもありました吹田

市さんシステムの中で、申込期限を改善さ

れて、喫食率が上がったという情報もいた

だいておりますけれども、我々といたしま

しては、当初の物資選定基準というハード

ルはあるんですけども、業者とも協議しシ

ステムの申込期限の改善について、今後、

研究してまいりたいと考えております。 

 また、試食会、説明会等でＰＲの機会も

当然増やしていかないといけないと思い

ます。業者からも提案いただいております

けれども、ミニ試食会という形で、少人数

単位で試食会を実施して、その中でシステ

ムの使い方であったり、また保護者の方か

ら率直なご意見をいただいて、よりよい中

学校給食の改善に向けて反映させていき

たいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。 

 最後に、補正予算書の６ページ、繰越明

許費についてのご質問でございます。 

 今回、小学校施設改修事業としまして、

２，４２０万４，０００円の繰越明許費を

計上させていただいております。こちらに

つきましては、三宅柳田小学校多目的ホー
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ルの。 

 申しわけございません、１点質問に対し

ての答弁が漏れておりました。中学校給食

において就学援助の適用についてという

内容のご質問であったと思いますけれど

も、これまでも議会の中で答弁させていた

だいておりますけれども、やはり公平性の

観点ということもございますので、現時点

では就学援助の適用については考えてい

ないということでよろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、繰越明許費についてのご質問

でございますけども、三宅柳田小学校多目

的ホールの天井改修工事を、昨年１１月か

ら実施させていただく予定で、入札させて

いただきまして、１０者の業者が参加し、

その中で落札の後、業者さんの事情で履行

困難ということで届け出があって、その後

の残りの４者さんに声かけさせていただ

きまして、その業者さんから見積もりを提

出いただいたんですけども、結果的には、

予定価格を超える金額ということで整わ

なかったわけではございますが、今回、金

額を上げさせていただいているんですが、

この金額は予定価格が２，１７７万６，０

４０円ということで、昨年、金額を設定さ

せていただきまして、そこで入札を実施し

たんですけれども、今回はその予定価格に

労務単価の見直し分を考慮させていただ

いて、その分が１４６万円増額させていた

だいた額と、工事監理の委託料９６万８，

０００円と工事請負費が２，３２３万６，

０００円で合計２，４２０万４，０００円

を計上させていただいているものでござ

います。 

 労務単価の見直し分につきましては、直

近の３か年の中で一番高い上昇率が６．

７％でございましたので、その分を最大限

で見込ませていただく形で、今回、金額を

設定させていただいたものでございます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

〇荒木学校教育課長 学校の図書室に新

たな本を購入した後の活用についてのご

質問でございます。 

 読書活動の推進につきましては、これま

でも努力してきたところでございます。読

書サポーター等の図書室の整備にもより

まして、以前に比べますと随分明るくて見

やすい図書室になってきたと思っており

ます。さらに、新しい図書がたくさん入り

ますことで、子どもたちがよりわくわくす

るような図書室が作れればと考えており

ます。 

 ご承知のように、小学校の低学年、中学

年は図書の時間がございますし、必ず本を

週に１冊借りるというようなことになり

ますけれども、主に、子どもは教室の机等

に保管しておりまして、休み時間ですとか

授業の課題終了後ですとかに本を読むこ

とが多くございます。したがいまして、全

国学力・学習状況調査等でも、家庭での読

書時間等については、やはり全国に比べる

と課題があるという実態も出ております。

子どもたちがもっと本を読むためにどう

取り組むかということは課題と捉えてお

ります。 

 今年度は、新たに読書ノートを導入いた

しました。これによりまして、読書の意欲

をより高めた児童生徒はいると思います

が、まだ統計上ではっきり見えるデータは

ございません。また、さらに小学校の高学

年から中学生の読書に対する興味・関心・

意欲をどう高めていくかという仕掛けは

今後ともさらに重要になると思います。図

書室の整備とともに、小学校で音読集会を
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行いましたり、それから先日は、初めてビ

ブリオバトルの教職員研修も行いました。

さらに、新刊書が入りましたら、低学年、

中学年の図書の時間において１週間に２

冊借りられるような状況も可能になると

思いますし、積極的に読書活動の推進に努

めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

〇柳瀬生涯学習課長 さわやか広場とり

かいにつきまして、ご答弁させていただき

ます。 

 現在、旧教育研究所本館でありますさわ

やか広場とりかいにつきましては、福祉部

門が所管しておりまして、地域におけます

校区福祉委員会に管理を委託され、管理運

営を行っておられます。そういった中で、

残念ながらと申しますか、常時開設及び文

化財の展示室につきましては、常時展示に

ついては現在のところ行えておらない状

況でございます。 

 しかしながら、我々は、当然に展示場と

して利用・活用していくべきだと考えてお

ります。実績といたしましては、必要に応

じまして隣接する倉庫から展示物をその

都度、搬出し展示状況にいたしまして、展

示会の開催等をさせていただいておりま

す。具体的には、ふるさと摂津講座の中で、

こちらのさわやか広場とりかいの展示室

に、実際の民具、農具の展示をご覧いただ

く、また、味舌むしろ織り機を持ち込みま

して、実際の味舌むしろ織りの実演を行う

活動を行っております。 

 また、平成２６年度には摂津市内の歴史

スポットをめぐります「バスで行く摂津市

歴史探訪」というバスツアーを開催させて

いただきまして、その中のコースとしてさ

わやか広場とりかいを利用させていただ

きまして、こちらでも味舌むしろ織り機の

実演と、摂津市の歴史に関する講演等を行

わせていただいております。 

 また、それ以外におきましても、市民団

体から、見たいという申し出がございまし

たら、随時開放させていただいております。

最近の実績では、明和池遺跡と吹田操車場

遺跡保存の会から見学依頼がございまし

て、その見学のために展示室に民具、農具

等をそろえまして、ご見学いただく形とし

ました。そういった形で、随時ご要望に応

じて展示スペースを活用しているところ

でございます。 

 続きまして、図書館運営事業につきまし

て、ご答弁させていただきます。 

 なぜ、指定管理者が鳥飼図書センターの

開館時間を後ろにずらすという発想がな

かったのかという点でございますが、恐ら

くではございますが、アンケートの要望等

によるものだと思われます。やはり、アン

ケートにつきましては、大人の利用者が書

く場合が多くございますので、どうしても

大人目線での要望を受けがちになるので

はないかと考えております。そういった中

で、やはり子どもの目線、もしくは声に出

てこない要望、そういったものをくみ取る

必要があったのではないかと反省してお

ります。 

 今後におきましては、単なる民間目線で

はなく、行政、民間の二つの目線を利用し

まして、いろいろな角度から見えない要望

につきましても拾い上げて、よりよい図書

館運営に変えていくことが我々の責務で

あると考えております。 

 また、子どもの読書活動についてどう推

進していくかという件でございますが、現

在、我々は子ども読書活動推進計画を策定

し、それに基づいてさまざまな読書活動に



- 50 - 

 

ついて推進をしているところでございま

す。昨年度は、第３次子ども読書活動推進

計画を策定しましたが、その大きな柱の１

つとしては、公立、公共図書館と学校図書

館の連携というものを上げさせていただ

いております。それぞれの図書館が別々に

図書施策を行ったとしても、相乗効果が生

まれないので、やはり読書をつかさどる公

共図書館と学校図書館とが密に連携する

ことで、相乗効果が生まれるものと考えて

おります。 

 具体的には、学校、指定管理者である公

共図書館と学校図書館の運営をされてお

られます読書サポーター、もしくは司書教

諭の方との連絡会を開催し、意見交換、ま

た学校で悩んでおられるようなことを専

門的な見地から助言することが可能かと

考えております。具体的な例としましては、

先ほども荒木課長からございましたが、ビ

ブリオバトルの研修を合同でさせていた

だいております。これにつきましては、現

在の指定管理者が、来年度におきまして、

ビブリオバトルを実際に開催いたします。

こちらのノウハウをまた学校にフィード

バックして、学校でもそれが実施可能なよ

うに進めていくという公共図書館・学校図

書館連携事業を多岐にわたって進めてい

っていきたいと思っております。また、そ

れについても行政も後押しといいますか、

その間を取り持つような形で３者におき

まして進めていきたいと考えております。 

 また、今後の図書館運営につきまして、

新しい発想を求められていると思います。

現在の指定管理者は５年間が経ちました。

この５年間は、それまでの直営時代の運営

を引き継ぎ、利用者に違和感なくサービス

を低下させない形での運営を第一として

きたのではないかと思います。 

 しかしながら、次の５年間につきまして

は、同じことをやっていたら恐らくいけな

いので、指定管理者のノウハウ、民間のノ

ウハウ、新しい発想を発揮して、指定管理

者にしてよかったという評価をいただけ

るような運営を目指していただかないと

いけないと思います。それは指定管理者だ

けの責任ではなく、やはり行政からもより

レベルの高い要求をし、また一緒になって

考えて盛り上げていく、こういうことが必

要なのかなと考えております。 

 今後、やはり図書館の指定管理につきま

しては、摂津市の中でも注目されている部

分であると思います。それを肝に銘じまし

て、よりよい図書館運営を今後させていた

だきたいと考えております。よろしくお願

いします。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 暫時休憩します。 

（午後３時１０分 休憩） 

（午後３時３９分 再開） 

○安藤薫委員長 再開いたします。 

 それでは２回目の質問、大澤委員。 

〇大澤千恵子委員 それでは、２回目の質

問をさせていただきます。 

 まず、４２ページの文化スポーツ課の市

町総合スポーツ大会並びにスポーツ振興

事業等総合型クラブ支援事業、それから体

育協会の補助金、全てあわせて２回目入り

ます。 

 先ほど辻課長からご答弁いただきまし

た平成３２年に東京オリンピック、これを

目的にさらに活躍していただけることを

期待しているとおっしゃっておりました

けれども、今現在、体育協会の中身を見ま

すと、実際、他市では市の体育協会は生き

残りをかけていると。なぜかというと、そ

れぐらい体育協会の存在意義が薄れてき
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ているということだと思うんです。実際、

茨木市は体育協会をＮＰＯにされていま

す。 

 やはり独自性を出して、自分たちでこの

体育協会としての存在意義を出していか

なければならないと活動としていらっし

ゃると思うんですけども、摂津市の体育協

会の内容を見ておりましても、市長杯と、

それから先ほどご答弁いただきました体

育協会杯、この２点のみ。しかも、体育協

会杯といえども、平成２６年度の体育協会

の事業報告書を見ておりまして、例えば、

第３５回摂津ふれあいマラソン大会と書

かれてあります。確かに、体育協会の方々

の連盟の方から来ていただいております

けれども、ただ、これ一つとってみても、

直接呼んでも来ていただけるわけです。体

育協会だから、実際にお願いをして来てい

ただけるのか、もしくは直接連盟のほうに

お願いして来ていただけるのかというと、

今回もそうですけど剣道連盟さんは直接

来ていただいていますよね。 

 ですから、この体育協会の存在意義をも

う少しやっぱりしっかりと確立していた

だかなければならないと、私は思っており

ますし、実際、体育協会のホームページと

いうのは、他市はホームページありますけ

れども、摂津市では独自の体育協会のホー

ムページはありません。 

 しかも、平成２１年度から会員数でその

ままとまった状態のホームページになっ

ているんですね。 

 それともう一つ、今回５０周年の記念事

業は体育協会としては積立金で、今現在で

平成２６年度の収入額を入れて、１２１万

４，７８４円という積立額が上がっていま

す。この５０周年事業何するのかと、私は

楽しみにしておりました。 

 これを見ますと、この５０周年事業の中

で、ただ賞品の冠事業としてつけて商品を

渡すというような企画になっていると思

うんです。これ正しいかどうかわからない

です、後でご答弁いただきたいと思うんで

すけど。１２０何万円を使って、すごい事

業やらはるのかもしれないです。そこはち

ょっとわからないですけども、今現在とし

ては、５０周年記念事業の冊子の予定事業

を見ると、そういう形で上がってきており

ます。 

 実際、そのせっつブルーウイングスさん

は総合型クラブスポーツということで、地

域の世代を超えていろんな活動をされて

います。 

 例えば、仮に、この市長杯をこのせっつ

ブルーウイングスさんが請け負ったとい

うことになれば、体育協会杯のこの内容だ

けになりますよね。私は、２つあるほうが

いいのか、２つないほうがいいとかという

議論じゃなくって、実際に実のあることを

やっていただけるんだったら、幾らあって

もいいと思うんですね。 

 でも、この内容を見ておりますと、正直、

体育協会の規約、それからこの前に市長杯

の領収書の件も言いましたよね、印鑑がな

かったり等の話もしましたし、それから事

務に関しましても、案内一つとっても、体

育協会がやっているんではなくて、市役所

がやっていますよね。 

 やはり、こういったことを今回は見直し

ということがかかっているかもしれませ

んけれども、今、本当にその体育協会の意

義があるのかどうかというところを、私は

もう少し明確にご説明いただきたいと思

っております。 

 先ほどのご説明では、地域型総合型クラ

ブにせっつブルーウイングスさんを乗せ
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ても、事業としては賄えるんじゃないかな

と思っておりますし、領収書一つとっても

事務報告書においても、全て市役所がやっ

ていますよね。会議の案内もそうです。 

 じゃあ、体育協会では何をやっているの

かということを見ますと、やっていること

っていったら淀川の河川公園の施設使用

の届けを出しているのかなと。恐らく、こ

れ憶測ですけど、これもやってないのかな。

そのあたりも説明していただきたいんで

すけど。 

 あと、レプリカのメダルを注文している

のも、担当課だと思うんですけど。体協杯

という中での新しい取り組みもなければ、

今まで過去ずっとやってきたことを、ただ

ただやっているだけ。 

 私は、体育協会無くせとかそういう議論

をしているではありません。ただ、茨木市

みたいにＮＰＯにするとか、それから体育

協会がもう生き残りをかけているような、

全国的に見ても時代になってきていると

いうことを、やっぱり認識していただきた

いと思っております。 

 せっつブルーウイングスさんがやって

いることは、私はよくわかっておりますけ

れども、体育協会のやっていることがなか

なかやっぱり見えにくい。これをやってい

るというものがあるんでしたら、それをご

説明いただきたいと思っております。 

 それから、体育施設の管理事業です。 

 大体、その方向性はわかりました。吹田

市が工事された後、条例をつくって、指定

管理をして広報紙を出していくというこ

とでわかりました。 

 これも同じですけど、この多目的スポー

ツクラブをつくって指定管理をしてもら

うにあたり、国立循環器病研究センターが

できて、「健都」という健康増進に力を入

れるまちができて、やっぱり、ここでどう

いったことをやりたいのかというような

ことを持って指定管理者を選定していか

なければならないと思います。担当課とし

て、この多目的スポーツ施設をどういうよ

うに利用したいがために準備していくの

か、維持管理していくのかというところを

教えていただきたいと思います。 

 それから、総合体育館建設業に関しまし

ては、審議会の委員を決めていかないとい

けないと思うんですけど、この審議会の委

員は、どういった方々が委員として選ばれ

るのをお聞かせいただきたいと思います。 

 これからだと思うんですけれども、どう

いう方向性で動いていくのかということ

をお聞きしたいと思います。 

 それから、桃林会の件ですけども、担当

課のほうも一生懸命に動いていただいて、

何とかその形がとれるように、保育士の確

保もしていただき、それからスムーズに移

行できるように動いていただいたと思い

ます。 

 夜８時までを、公立ですから夜７時まで

となっても、若干１名の方が民間の保育園

に移動しただけで、それほど大きく迷惑か

けずに何とか移行できるのかなと思いま

した。 

 私、よくわからないんですけれども、土

地の無償譲渡の契約というのは、本来、ど

れぐらいのスパンでやるべきものなのか。

今回は、たまたま無償譲渡の契約をしてな

かったからよかったものの、無償譲渡の契

約をしていた後だったら、手続はどうなっ

ていたのかというのが非常に疑問に思う

ところであります。 

 先ほどの件で、不履行のため債務負担行

為で出ている分ですけど、あれに関しまし

ては、約２００万円のペナルティーがかか



- 53 - 

 

っているんですね。今回の場合は、契約を

していないからペナルティーはかからな

いと。例えば、辞退をしてもということな

んですけど。私は、そのあたり、担当課に

も非常に迷惑をかけている、摂津市として

も非常に迷惑がかかった一つの事例だと

思います。 

 過去にこういうことがあったのか、なか

ったのかについてはわかりませんけれど

も、私は、この桃林会が、そういったこと

を起こしたことに対して、やっぱり何らか

のペナルティーはあるものだと思ってい

たんですけれども。そこは、担当で判断は

できないと思いますけど、担当課の気持ち

としては、非常に残念な気持ちでいっぱい

だと思います。 

 今、社会福祉法人に対して、行政側の監

視体制の強化が非常に急務になっている

ということで、埼玉県の川口市は保育園が

閉鎖する直前まで、経営難ということが全

くわからなかったという事例があります。

たくさんいろんな意見があって、最初から

行政がセーフティーネットを確保するべ

きだとか、いろんな意見があるんですけれ

ども、市の要綱としては、実績報告書の提

出を義務づけているけれども、財政状況の

報告までは、なかなか求めていなくて、職

員だけでチェックしているところという

のは、財政状況を検査しても見抜けない可

能性が非常に高いということです。 

 今回、会計に担当をつけていたとお聞き

していますけど、もう１回確認させてくだ

さい。 

 吹田市で起こったことも、前理事長が２

億１，０００万円の不正支出があったこと

で、社会福祉法人が事件と不正流用につな

がったという事例があるんですけれども、

やはり市内の社会福祉法人だから安心だ

ということで、多分、担当課も信頼をされ

ていたと思います。今回、こういうことに

なったということで、私としては、やはり

今後のことを考えていかないといけない

と思います。 

 保育所の選定をするときに、非常に短い

スパンで選定しましたよね。今後、次点の

方がどうされるのか、わかりませんけれど

も、市内の社会福祉法人で幾ら信頼をして

いても、こういうことが起こった以上は、

やはり今後の選定については考えていく

べきだと思うんですけども、そのあたりご

確認でご答弁いただきたいと思います。 

 それから、ひとり親家庭の件に関しまし

ては、先ほどご答弁いただきまして、保育

士の資格についても案内もしているとい

うことでございますので、できるだけ正規

の仕事につけるような形の就労支援をし

ていただきたいと思っております。 

 それが、ひいては子どもたちのため、ま

た、将来設計ができる足掛かりになってい

くのかなと思っておりますので、これも引

き続きよろしくお願いします。 

 それから、部活動のガイドラインの件で

ございますけれども、中学校でも先生たち

非常に多忙です。私もクラブ活動の顧問を

外部指導員でさせていただいております

けども、中学校でもいろんな問題が起こっ

ていたりとか、それから家庭のこと、子ど

ものこと、保護者のこと、それから学力の

こと、いろんな問題がたくさんあって、先

生たちもなかなかクラブ活動までしっか

りと見たいけれども見られないという状

況がおありだと思います。 

 その中で、部活動ガイドラインが、今回

でき上がったわけでございますけれども、

一つのガイドラインとして捉えていただ

き、国からも、学校の中にもそういった形
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で入っていけというような指針でており、

途中で変わっていたりしていろいろ大変

ですけど、摂津市としてクラブ活動をどの

ように子どもたちにさせていくのかとい

うことを、摂津市が独自で考えてもいいの

ではないかと、私は思うんです。 

 ですから、良いクラブ活動ガイドライン

をつくっていただいたと思っております

ので、子どもたちが学校の放課後にそうい

った活動ができる場、また、例えば、大会

に出て何かタイトルがもらえるような活

動につながるようなことも一つはあると

思うんですけれども、そういった捉え方も

含めてまた考えていっていただければな

と思っております。 

 教員の人員が非常に足りていないとい

うことは、先ほどもお聞きしましたので、

あまり無理をせず、でもやれるところはし

っかりとやっていく、こういった形で、や

るならば、必ず何かの線引きはしっかりし

ていかなければいけないということを要

望とさせていただきたいと思います。 

 それから、１１４ページの防災教育の推

進事業です。 

 中学校で５名というのはわかりました。 

 先日、和歌山県の幼稚園の子どもたちに、

あの３月１１日の東日本大震災の次の日

から、子どもたちを毎日高いところに逃げ

るように、津波を避けられるようにされて

いる園長先生がいらっしゃって、今もずっ

とあの日から続けていらっしゃるそうで

す。 

 先進事例を見るのも一つなんですけど

も、身近にできることからやるということ

は、非常に大切だと思っています。 

 防災教育推進事業で、物すごく大層なこ

と、教材を購入します、先進校を見に行き

ます、これは私の中では、何かこうしっく

り来なくて。確かに、大切なことかもしれ

ませんけれども、今すぐできることも防災

教育の推進事業の一つだと思っておりま

す。 

 今、学校で何ができるのか、子どもたち

と一緒に、例えば、生徒と先生は何ができ

るのかということを考えていただきたい

なと。いろんなことというのは、その後で

もできることなので。予算がつかなければ

できないものでもありませんし、予算がつ

いたからできるものでもないと思ってお

りますので。例えば、その防災管財課のカ

リキュラムができて、それもしっかりと連

携をとりながら、じゃあ、学校で何ができ

るかということを考えてほしいと思いま

す。 

 今さら、教師の人たちの意識を高めてい

くと言うんですけど、私たちからしたら、

先生方の意識というのは、最初から絶対に

高いと思っています。だから、子どもたち

を守ってもらえるものだと思っています

ので、そこは保護者の方たちの期待を裏切

らないでほしいと思いますし、今すぐでき

ることから取り組む、これも要望とさせて

いただきたいと思います。 

 それから、図書購入費の件です。 

 先ほど、小学校と中学校の図書標準冊数

について聞きました。達成率も非常に高い

と聞いております。たくさん図書を購入し

ても、これを読んでもらわないといけない

わけです。この読むということを、読めな

い子どもにとったら、本は物すごく苦痛な

んです。 

 その本をどうやったら読んでもらえる

のか。私は、中学校であっても、小学校レ

ベルの本、例えば、読める本であれば置い

ていく必要もあります。これは、図書選定

のことにもかかわってくると思うんです
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けども、この図書選定は学校にお任せして

いるということをお聞きしておりますけ

ども、実際、どういう図書選定が行われて

いるのか、お聞かせいただきたいと思いま

す。 

 それから、小学校の校舎の整備事業でご

ざいます。千里丘新町の件は、まだ考慮し

ていないということでございます。 

 教育長、やはり何年か先を見た学校の動

きというのは見ておかないといけないと

私は思います。いつも見ておりますと、何

だかすごく場当たり的な施策が多いよう

に感じられるんですけども、この件は、こ

の前、議会の中で副市長がお話しされまし

た。私たちは、それを聞かされてなかった

ので、書いてはいましたけど、あそこまで

具体的にはお話を聞いておりませんでし

たのでね。教育長としては、摂津の小学校

全体見たときに、特に、安威川以北のほう

ですよね、ここはもう本当に非常にマンシ

ョンとかも建って、何年後には、今度は小

学校が少なくなって中学校が多くなると

いうような流れができてきていると思う

んですけども、これについてどのようにお

考えなのか、お聞かせいただきたいと思い

ます。 

 それから、中学校の給食事業です。先ほ

どから、ご答弁いただいているんですけれ

ども、実際、私たちも選択デリバリー制の

給食を試食させていただいたのですが、第

三中学校には食堂があったので、喫食率が

少し高いと、逆に第五中学校は、近所にセ

ブンイレブンがあるので、買い弁とみんな

言っていますけど、買い弁をして行く子が

非常に多い。喫食率６．５％、ほとんど最

初のころから変わっていませんけれども、

この目標３０％を喫食率じゃないってお

っしゃって、例えば、今のアンケートをし

た結果から、次にどういうような分析をし

ているのか。例えば、冬は温かいものが出

て喫食率が上がっているかもしれません

し、反対に夏になったら熱いもの食べたく

ないから等の傾向が出ると思うんです。そ

ういったものをしっかりと分析をされて、

次につなげるという作業をされているの

か。 

 返ってきたアンケートをもとに、今こう

いう状態や、じゃあ次、メニューを少し懇

談して変えていきながらやっていこうと

か、いろんなことをやろうとしているとは

思うんですけども、今、その給食をどのよ

うに持っていきたいのかということが、ま

だやっぱり全然見えてないんです。 

 いろんな状況もありますし、選択デリバ

リー制で業者に入ってもらっていますけ

ど、例えば、このまま喫食率が下がったと

きに、業者が本当にこれでやってくれるん

ですかね。そこもすごく心配なところです。

あれだけの設備をつくりました。例えば、

もう１桁になってしまった、ほとんど誰も

頼まなくなってしまう危機感を本当に感

じているのか。そこの危機管理が全く見え

ないですし、何が一番の原因なのかという

こともわからないです。 

 ここも含めて、もう一度ご答弁いただけ

たらと思います。 

 １２６ページの学校体育施設開放事業

ですけども、社会教育のための利用に努め

なければならない開放団体の開催状況も

わかりました。平成２７年の決算状況のた

めに、今、登録期限があるので開催してい

るのもわかっております。そういったいろ

んな書類を、一体誰がつくってやっている

のか。私、何度も言いますけれども、以前

から言っていますように、開放団体に出て

いる委託料のすみ分けっていうものは、国
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からしっかりと明確にするべきであると

言われているわけですが、現実としては、

仕分けのしようがないところがあります

よね。そこも含めて、委託している支出を、

開放団体が何に使用するのかという会議

をもっともっと行い、学校の中にいろんな

スポーツをする団体さんたちが入り込め

るような、会議ができるような場にしてい

きたいと思っているのか、それとも今のま

まで別にいいんやと思っているのか、そこ

をお聞かせいただいていいですか。 

 私は、学校開放団体に、何を求めている

かっていうと、この委託料というのがほと

んど機能していないんじゃないかってい

うところから入っているわけですよ。委託

せずに、学校の采配でもできるんじゃない

ですかということもお話ししたけれども、

でも開放団体にしなければならないとい

う国の規定があるとおっしゃったんです

ね。 

 だとしたら、その開放団体にしっかりと、

学校の施設を使ういろんな意見を出して

いただかないといけないと思うんです。例

えば、夕方の開放時間は午後５時までにな

っています、夏場になったら午後６時でも

明るいですよね。時間延長をするような議

論がなされていたりとかするのか、そうい

ったことが意見として上がっているのか。

こういったことも全て含まれてくるわけ

ですけども、再度、ご答弁いただきたいと

思います。 

 それから、文化財の保護事業でございま

す。展示場としてふるさと摂津が、バスツ

アーで見に来られましたとおっしゃって

いました。議会でも、かたくなに文化財保

護をして皆さんに見てもらいます、だから

開放はできませんと。平成２３年第４回定

例会の議事録でも全部残っています。あれ

ほどまでにかたくなに文化財の保護を皆

さんにやるっていう中で、先ほどのご答弁

で漏れていましたけど、どれぐらいの方が

人数的に見に来られたのか。それを教えて

ください。 

 それから、図書館の管理委託料です。先

ほど、いろいろご答弁いただきましたので、

前向きに取り組んでいただけるのかなと

思っております。この５年間は、サービス

を低下させない５年間だったと、次の５年

間は、行政からもレベルの高い提案を行っ

て、いろんな形で新しいことに取り組んで

いくというご答弁いただきましたので、そ

れに期待をして、摂津市の中で、すばらし

い図書館運営ができるように、５年間私も

見ていきたいと思っておりますので、これ

はもう要望で結構です。 

 最後、補正予算の件です。この工事請負

で、ある業者さんが不履行になって、契約

解除のペナルティーとして約２００万円

を支払っております。また、業者登録の一

年間停止ですかね。それをしてまで、やめ

たかったのは、よっぽど積算が合わなかっ

たのか、設計ミスだったのか、そういうこ

とがあったのではないですかというお話

しをしたと思います。 

 さらには、その後、どこも落札できなか

った、受けていただけなかった。そのとき

に申し上げたのは、金額がまさか上がって

もう一度やり直すことはありませんかと

いうお話もしました。今回、労務費で金額

が上がっていますが、もう一度、答弁をお

願いします。 

○安藤薫委員長 辻課長。 

〇辻文化スポーツ課長 体育協会に関す

るご質問でございます。 

 体育協会が何のためにあるのか、なぜ必

要なのかというところですけども、日本国
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内のスポーツ関係団体を統括する組織と

しては、日本体育協会というのがございま

して、平成２３年に１００周年を迎えまし

た、かなり歴史のある組織でございます。 

 ご存じの日本オリンピック委員会、ＪＯ

Ｃですね、こちらのほうは日本体育協会か

ら分離して、独立して今日に至っておりま

す。日本体育協会には各都道府県の体育協

会が加盟しておりまして、大阪府におきま

しては、大阪府体育連合という名前で運営

されております。 

 さらに大阪府体育連合には府内の市町

村の各体育協会が加盟しておりまして、国

を挙げて生涯学習スポーツの推進を行っ

ていくための末端組織と言いましょうか、

最前線の組織となっております。 

 ご存じのように、スポーツはそれぞれの

チームにおいて独自に活動を行っていた

だけるだけでは、競技として成立し得ない

ものであります。摂津市における各種の大

会運営はもとより、大阪府で行われる大阪

府の総合体育大会、三島では三島地区大会

ございますが、全国規模で行われる国民体

育大会など、全て実施の受け皿となる組織

があってこそ行えるものであります。 

 出るだけであれば、別に体育協会に属し

ていようと、属していまいと出られるんで

すけども、実施主体としての受け皿はない

ということになります。 

 摂津市においても、自治体単位レベルの

体育協会というのは、やはり必須の存在な

のかなと思っております。 

 ご質問の中で、５０周年の記念事業の積

み立てのお金のお話があったと思います

けども、こちらのほうは摂津市で行う５０

周年記念事業とは別物でございまして、摂

津市で行う５０周年記念事業は公費でや

ると思うんですが、こちらの体育協会の積

み立てというのは、体育協会の中で５０周

年に合わせて何かをされるという位置づ

けのお金であると解釈をしております。 

 また、事務も全て教育委員のほうでやっ

ているではないかというところですけど

も、これは先ほどご指摘のありました茨木

市さんのようにＮＰＯ化して、法人化して、

そこに法人の職員がいるというような状

況でもない限り、事務局が教育委員会の文

化スポーツ課にあります以上、その事務の

部分は、一定こちらのほうでさせていただ

かなければ、もうやむを得ないのかなと、

今は把握をしております。 

 実際、体育協会の事業内容というのは、

年中、いろいろな会議に出ていただいたり、

先ほど申し上げました大阪府体育連合の

絡みで大阪府総合体育大会、または三島地

区総合体育大会の絡みで実施主体の一部

となりまして、競技の受け皿になっていた

だいております。体育協会がなければ、大

阪府内の中で、大阪府総合体育大会、三島

地区大会における摂津市としての大阪府

内での役割は果たせないと感じておりま

す。 

 それから、吹田市公舎跡地の整備の目的

についてでありますが、こちらのほうは、

南側に防災公園を整備する関係で、従来の

山田川公園と役割が重複するものであろ

うということで、その一部を整備するに当

たっては、体育施設としてはどうかという

ところの協議から今日に至っておるとい

うふうに聞いております。 

 ですので、今現在、屋外の体育施設とい

いますと、摂津市内では青少年運動広場と

スポーツ広場だけ、あとはテニスコート

等々になりますが、ＪＲよりも北でスポー

ツ施設、しかも多目的に使えるスポーツ、

２，０００平米未満の小さなものではあり
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ますけれども、これを整備することによっ

て、市内の屋外スポーツ環境の整備という

のは、小さいものではありますが、一歩前

進したといえるのではないかと考えてお

ります。 

 また、総合体育館の審議会の委員さんの

お話でございましたが、審議会の委員さん、

今まだ決定はしておりませんけれども、学

識経験者ですね。それと各種会議体の委員

さん、それから社会体育関係団体の代表者、

市役所内の関係各部長、それから公募委員

あたりで構成をしていきたいと考えてお

ります。 

 その中で、いろいろとご意見を頂戴しな

がら基本構想、基本計画のほうをつくり上

げていきたいと考えております。 

 学校体育施設開放の件ございますが、確

かに書類につきましては、学校の中で教頭

先生がつくっていただいているところも

多々あるのかなと思っております。 

 今までの問題としては、実際に事務をつ

かさどっていただいている学校なり、教頭

先生なりがお一人で委託料の支出を担っ

ておられるというようなものも実態とし

てありましたので、平成２８年度からは、

その辺を改める意味も含めまして、物品の

購入をするときには、会計と副委員長と委

員長の決裁をいただくように様式を改め

ております。 

 また、収支決算報告につきましては、会

計検査報告の様式と兼ねることで、会計監

査を必ず通るという形の書式に改めまし

た。 

 ですから、予算の執行の際にも、開放委

員の役員さんの意見というのは、集約した

形での執行になるものと考えております

ので、学校の中で教頭先生がお一人で決め

てお一人で払うというような状況は今後

ないのかなと考えております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 小林参事。 

〇小林次世代育成部参事 正雀保育所の

民営化の件につきまして、２回目の答弁を

させていただきます。 

 まず、土地の契約につきましては、募集

要項上、普通財産貸付契約書を交わし、契

約期間３年を期限として無償貸与すると

いうこととしておりました。 

 あわせて、建物やプール、倉庫、備品等

につきましては無償譲渡ということを募

集要項に織り込んでおりました。 

 いずれも、建物の譲渡契約、土地の無償

貸付契約を４月１日付で結ぶ予定をして

おりました。 

 仮に、契約後の発覚があった場合はどう

なったのかということでございますけれ

ども、当初、私どもが４月１日付で結ぼう

としておりました契約書の中では、市と相

手方でございますけれども、契約書の信義

を重んじ、誠実に契約を履行しなければな

らないといった項目を設ける予定でござ

いましたし、仮にこの義務を、相手方が履

行しない場合は、契約を解除し、また契約

解除によって市に損害を与えた場合は、損

害賠償として市に払わなければならない

といった項目も設ける予定ではございま

した。 

 それと、その法人に対しての何らかのペ

ナルティーを課せるべきではないかとい

ったご質問ではございましたけれども、

我々、担当課にとりましても、今回の事案

につきましてはとても残念な結果でござ

います。 

 現在、本市の法人担当課、大阪府におき

まして、随時監査を継続中でございますの

で、我々としてもその状況を見守ってまい
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りたいと考えております。 

 それと、今回の選定委員会においての桃

林会の財務状況のチェックができていた

のかということでございますけれども、民

営化事業者選定委員会の委員さんの中に

は税理士の方にも入っていただいており

ます。提出していただいた財務状況につき

ましても、きめ細かに、丁寧に見ていただ

いたところでございます。そういったとこ

ろから適切に確認、チェックはできたもの

と考えております。 

 今後の事業者選定につきましてでござ

いますけれども、公募要項の中にもうたっ

ております。辞退があった場合は、次点を

繰り上げるといった規定がございます。そ

れを軸として、民営化事業者選定委員会の

議論を踏まえて、子どもさんや保護者にと

って適切な移行となるように決定してま

いりたいと考えておるところでございま

す。 

 以上です。 

○安藤薫委員長 荒木課長。 

〇荒木学校教育課長 図書の充実におけ

ます学校による図書の選定についてご答

弁申し上げます。 

 学校では図書館担当の教員が、教職員か

ら希望調査を取ります。また、場合によっ

ては生徒からアンケートを取る場合もご

ざいます。 

 読書活動推進サポーターは全校におり

ますが、専門家として売れ筋かつ内容にす

ぐれた図書について、いろいろ情報収集い

たしています。 

 また、読書サポーター同士の情報交換等

も行っておりますし、日常、生徒からこん

な本が欲しいという声も聴いております。 

 それらを踏まえて、図書を推薦しまして、

最終、図書担当がリストを作りまして、職

員会議と管理職のチェックを経て決定す

るという流れで図書の選定を行っており

ます。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 溝口課長。 

〇溝口総務課長 それでは、中学校給食に

係りますご質問にご答弁します。 

 喫食率目標３０％についてと、また、今

回のアンケート結果からどのように分析

を行っているのかというお問いであった

かと思います。 

 アンケートの数字であがってきており

ますのは、１３％程度の生徒の方が１度は

利用したような形で数字としてあらわれ

ておりますけども、継続的に利用いただい

ている生徒の数字といたしましては、６％

になると分析をしております。 

 また、夏場、冬場、月ごとの喫食率の傾

向については、我々、月別の喫食率の傾向

を見ている中では、そのような傾向が見ら

れないと感じておりますけれども、どちら

かというと、メニューによって思春期のお

子さんですから、好きなメニューを中心に

選んでいただいているのかなと感じてお

ります。 

 アンケートの中で、いろいろメニューが

おいしそうに見えないとか、おいしいもの

が少ないというようなご意見も自由意見

欄の中でも見受けられましたので、ご飯に

つきましては、温かい状態で提供させいた

だいておりますけども、副食、おかずにつ

きましては、安全衛生の観点からどうして

も冷たい状態での提供となっています。 

 我々といたしましては、他市の事例も参

考にさせていただきながら、汁物、温かい

ものをつけるとか、夏場には冷たいデザー

ト、そのような形でアクセントをつける中

で、魅力ある献立となるように工夫させて
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いただいているところでございます。 

 また、毎月、栄養士や学校の栄養職員と

献立について反省会議を行っております

ので、ニーズに応えられるような形で献立

に反映させていけたらと考えております。 

 業者の高槻給食さんとは、今回、３年間

の契約を結ばせていただいておりまして、

喫食率については業者さんも非常に気に

しておられる中で、我々といたしましても、

喫食率ありきではないというような答弁

をさせていただいておりますけれども、や

はり、数字は我々としても、気にしており

まして、当然、危機感も持っております。 

 そういった中で、何ができるのかという

部分につきましては、今後、学校現場や学

校栄養職員とも協議しながら、食育の観点

で思春期のお子さまの健全な発達に向け

て何ができるのか、これからも考えていき

たいと思っております。 

 今後も、制度の周知、システムの改善、

また、ミニ試食会等で工夫をしながらやっ

ていきたいと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

 次に、補正予算の繰越明許の件でござい

ます。積算、設計金額については、当初の

予定価格２，１７６万４０円ということで

計上させていただいておりました分に、労

務単価の見直しということで、６．７％、

直近の３年間で一番高い数字を計算いた

しまして２，１７７万６，０００円の６．

７％の１４６万円を増額した形で今回計

上させていただいております。 

 委員からお話しいただいた額ですと、業

者さんが落札いただいた金額が１，８７５

万円、税込みで２，０２５万円の金額で落

札いただいておりました。その価格と今回

の予定価格の差で申しますと、約３００万

円になるのかなと、我々としては理解して

おりますけれども、申しましたとおり、労

務単価６．７％の１４６万円を積み足した

額で、２３２３万６，０００円と工事監理

委託料の９６万８，０００円をプラスいた

しました、２４２０万４，０００円を今回

の繰越額として計上させていただいてい

るものでございますので、よろしくお願い

いたします。 

 この積算、設計金額につきましては、建

築課のほうで、当然、責任を持って積算し

予定価格を設定していただいております

ので、この金額につきましては問題ないも

のとして、担当課としても認識しておりま

すので、よろしくお願いいたします。 

○安藤薫委員長 柳瀬課長。 

〇柳瀬生涯学習課長 さわやか広場とり

かいの件につきましてご答弁申し上げま

す。 

 先ほどの答弁で、人数をお答えすること

が漏れておりました。申しわけございませ

んでした。 

 平成２６年度実績でございます。まず、

バスで行く摂津市歴史探訪は６月２１日

に開催しておりますが、こちらは利用者が

１９名となっております。 

 また、ふるさと摂津講座は２回利用して

おります。８月６日、摂津のむしろ織機と

いう内容で開催した回につきましては、１

２名のご来場です。 

 また、翌年３月１１日、摂津の民具・農

具というタイトルの講座につきましては

来場者数は８名となっております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 ５年ほどの推移をご質

問されていました。推移は、わかりますか。 

 柳瀬課長。 

〇柳瀬生涯学習課長 申しわけございま

せん。 
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 ふるさと摂津講座につきましては、平成

２６年度からの利用で、それ以前に関しま

しては、例えば、わいわいガヤガヤ祭等で

の利用ということで、人数につきましては

ちょっと把握できておらない状況でござ

います。 

 平成２５年度に鳥飼東公民館の公民館

講座で利用させていただいております。鳥

飼いにしえ話という講座でございまして、

これは、平成２５年１１月９日に開催させ

ていただいております。利用者数２１名で

講座を開催させていただいております。 

 以上でございます。 

○安藤薫委員長 把握されているのは今

の状況ということですね。 

 それでは、教育長。 

〇箸尾谷教育長 千里丘新町の開発につ

きましての件ですけれども、本会議でもご

答弁しましたけれども、関係部局の情報に

よりますと、７街区の開発について、今わ

かっているのは、平成３０年３月から平成

３１年８月までの間に８２４戸が開発さ

れる予定と聞いております。 

 先日、本会議でのご質問は、保育所の関

係のご質問であり、副市長からもそれに関

する答弁をさせていただいたと思います。 

 小学校で考えますと、南千里丘では１，

０５６戸の開発がありまして、当初、平成

２６年に、小学生は１１１名が入ってきて、

これが平成３２年には、４４０名ぐらいに

増えるだろうという予測がされています。 

 これを千里丘新町に当てはめますと、平

成３１年８月の時点で、７街区の開発に伴

う児童数の増は、７０名ぐらいかなと。そ

れが６年後に、平成３８年になりますけれ

ども、３００名に膨らむのではと考えてお

ります。 

 ただ、これはあくまでも予測でして、副

市長もご答弁申し上げましたように、７街

区以外に８街区というのもございますの

で、確定したものではございませんけれど

も、摂津小学校の場合は、今、申し上げま

したように、平成３０年度で学校自体がオ

ーバーフローするということで対応が急

がれておりますので、今現在は、摂津小学

校の対応にさせていただいております。千

里丘新町のほうも平成３８年度には３０

０名増えるということで、今、千里丘小学

校は子どもの数が少ない状況ですので、幾

つかの空き教室はありますけれども、すぐ

にオーバーフローする可能性もあります

から、今後は、委員のご指摘のように、対

応が後手後手に回らないように関係機関、

関係部局との情報連携を強化しまして、対

応を考えていきたいと思います。 

 

○安藤薫委員長 暫時休憩します。 

（午後４時４２分 休憩） 

（午後４時４２分 再開） 

 

○安藤薫委員長 それでは再開いたしま

す。 

 本日の審査はこの程度にとどめて、散会

をいたします。 

（午後４時４３分 散会） 
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